
JP 6167077 B2 2017.7.19

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気部品に繋がる配線のコネクタが接続されるコネクタ接続部が実装された接続基板を
基板ケースに画成された収容空間に収容して、当該基板ケースを基板設置部に着脱可能に
配設するよう構成された遊技機において、
　前記基板ケースは、前記接続基板の厚み方向の前後に開口すると共に当該基板ケースの
外側方に開口する凹状部が外周縁部に形成されて、前記収容空間に収容された前記接続基
板が当該凹状部から基板ケースの外部に露出するよう構成され、当該接続基板において凹
状部から基板ケース外部に露出した位置に前記コネクタ接続部が実装されると共に、
　前記基板ケースにおいて前記凹状部から外れた外周縁部に、前記基板設置部に設けられ
た取付部に係脱可能に係合して当該基板ケースを保持する係合部が形成された
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記係合部は、前記基板ケースの外周縁部に沿って離間した複数位置に設けられると共
に、当該基板ケースの外周縁部から前記基板設置部の設置面側に突出するよう形成され、
　前記基板設置部には、前記基板ケースの各係合部と対応する位置に取付部が設けられ、
　前記基板設置部に設けた各取付部に前記基板ケースに設けた対応する各係合部が係合す
ることで、当該基板ケースが基板設置部に配設されるよう構成された請求項１記載の遊技
機。
【請求項３】
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　前記接続基板には、前記コネクタ接続部の装着口が前記基板ケースの外側方に開口する
前記凹状部の側方開口に向く姿勢で実装され、当該凹状部の外側開口から電気部品に繋が
る配線のコネクタがコネクタ接続部の装着口に接続されるよう構成された請求項１または
２記載の遊技機。
【請求項４】
　前記基板ケースには、当該基板ケースの各辺を形成する外周縁部に前記凹状部が形成さ
れ、
　前記接続基板には、前記コネクタ接続部が実装される実装領域が各外周端部に沿って設
けられると共に、当該コネクタ接続部の実装領域に囲まれた中央側に、当該コネクタ接続
部よりも高さ寸法のある電子部品を含む電子部品を実装する実装領域が形成され、
　前記接続基板におけるコネクタ接続部の実装領域が前記基板ケースの凹状部から基板ケ
ース外部に露出すると共に、当該接続基板における電子部品の実装領域が当該基板ケース
で覆われるよう構成された請求項１～３の何れか一項に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、配線のコネクタが接続される接続基板を備えた遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の代表例の一つとしてのパチンコ機には、固定枠に開閉自在に組み付けられた本
体枠に、パチンコ球が流下可能な遊技領域が前面側に形成された遊技盤が着脱自在に配設
されている。遊技盤の後側には、遊技領域に設けられた入賞口へのパチンコ球の入賞に基
づいて制御を実行する制御装置や、該制御装置の制御に応じて表示画面に図柄を表示する
図柄表示装置が着脱自在に配設されると共に、基板設置部に配設された接続基板を介して
制御装置等が電気的に中継接続されている(例えば、特許文献１)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－５６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１では、基板ケース内に接続基板の全体を収容すると共に、当該接
続基板に設けられたコネクタ接続部の配設位置に合わせた開口部を基板ケースに開設して
、当該コネクタ接続部に対する配線接続を可能としている。ここで、特許文献１のように
、基板ケースにおいて設置部に対向する前面側に係合フック等の固定手段を設けことで、
基板ケースの設置領域をコンパクトできるものの、パチンコ機の裏側から作業する作業者
から当該固定手段の位置を確認することが困難なため、基板ケースの取付作業が煩雑にな
る難点がある。また、接続基板の全体を基板ケースに収容する関係上、基板ケースを大型
化せざるを得ず、接続基板の設置スペースが嵩張る難点がある。更に、基板ケースに開設
した開口部にコネクタ接続部を挿通させる必要があり、組み付けの作業性に優れていると
はいえず、煩雑な作業を強いられていた。
【０００５】
　そこで本発明は、従来の技術に内在する前記問題に鑑み、これらを好適に解決するべく
提案されたものであって、接続基板を収容した基板ケースを基板設置部に好適に配設可能
な遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願請求項１に係る遊技機は、
　電気部品(SE3～SE8,RP,SL1～SL4,SN1～SN3)に繋がる配線のコネクタが接続されるコネ
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クタ接続部(61,62)が実装された接続基板(51)を基板ケース(90)に画成された収容空間(90
a)に収容して、当該基板ケース(90)を基板設置部(50)に着脱可能に配設するよう構成され
た遊技機において、
　前記基板ケース(90)は、前記接続基板(51)の厚み方向の前後に開口すると共に当該基板
ケース(90)の外側方に開口する凹状部(101～104)が外周縁部に形成されて、前記収容空間
(90a)に収容された前記接続基板(51)が当該凹状部(101～104)から基板ケース(90)の外部
に露出するよう構成され、当該接続基板(51)において凹状部(101～104)から基板ケース外
部に露出した位置に前記コネクタ接続部(61,62)が実装されると共に、
　前記基板ケース(90)において前記凹状部(101～104)から外れた外周縁部に、前記基板設
置部(50)に設けられた取付部(59a,59b)に係脱可能に係合して当該基板ケース(90)を保持
する係合部(110a,110b)が形成されたことを要旨とする。
　このように、基板ケースにおいてコネクタ接続部が露出する凹状部から外れた外周縁部
に、基板設置部の取付部に対する係合部を形成したことで、当該係合部の形成位置を容易
に識別することができ、基板ケースの取付作業性が向上する。また、基板ケースに形成し
た凹状部に接続基板のコネクタ接続部を配置することで、当該基板ケースをコンパクトに
し得ると共に、コネクタ接続部を開口部に挿通させる必要性がなく、作業性を向上し得る
利点がある。
【０００７】
　請求項２に係る発明は、
　前記係合部(110a,110b)は、前記基板ケース(90)の外周縁部に沿って離間した複数位置
に設けられると共に、当該基板ケース(90)の外周縁部から前記基板設置部(50)の設置面(5
0a)側に突出するよう形成され、
　前記基板設置部(50)には、前記基板ケース(90)の各係合部(110a,110b)と対応する位置
に取付部(59a,59b)が設けられ、
　前記基板設置部(50)に設けた各取付部(59a,59b)に前記基板ケース(90)に設けた対応す
る各係合部(110a,110b)が係合することで、当該基板ケース(90)が基板設置部(50)に配設
されるよう構成されたことを要旨とする。
　このように、基板ケースの外周縁部から基板設置部の設置面側に突出するよう係合部を
形成することで、基板設置部における基板ケースの設置ペースをコンパクトにできる。ま
た、基板ケースにおいてコネクタ接続部が露出する凹状部から外れた外周縁部に係合部が
位置するから、基板設置部の設置面側に突出させた係合部を容易に目視により確認でき、
取付作業性が損なわれることはない。
【０００８】
　請求項３に係る発明は、
　前記接続基板(51)には、前記コネクタ接続部(61)の装着口(61a)が前記基板ケース(90)
の外側方に開口する前記凹状部(101,102)の側方開口に向く姿勢で実装され、当該凹状部(
101,102)の外側開口から電気部品(SN1～SN3)に繋がる配線のコネクタがコネクタ接続部(6
1)の装着口(61a)に接続されるよう構成されたことを要旨とする。
　このように、凹状部の外側開口にコネクタ接続部の装着口が向くことで、当該装着口に
対するコネクタの着脱作業性を向上することができる。これにより、基板ケースの取付作
業性を一層向上し得る。
【０００９】
　請求項４に係る発明は、
　前記基板ケース(90)には、当該基板ケース(90)の各辺を形成する外周縁部に前記凹状部
(101～104)が形成され、
　前記接続基板(51)には、前記コネクタ接続部(61,62)が実装される実装領域(CR1～CR4)
が各外周端部に沿って設けられると共に、当該コネクタ接続部(61,62)の実装領域(CR1～C
R4)に囲まれた中央側に、当該コネクタ接続部(61,62)よりも高さ寸法のある電子部品(65a
)を含む電子部品(65a,65b)を実装する実装領域(DR1,DR2)が形成され、
　前記接続基板(51)におけるコネクタ接続部(61,62)の実装領域(CR1～CR4)が前記基板ケ
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ース(90)の凹状部(101～104)から基板ケース外部に露出すると共に、当該接続基板(51)に
おける電子部品(65a,65b)の実装領域(DR1,DR2)が当該基板ケース(90)で覆われるよう構成
されたことを要旨とする。
　このように、基板ケースの各辺に凹状部を形成することで、係合部の形成位置を際立た
せることができるから、当該係合部の形成位置を容易に識別することができ、基板ケース
の取付作業性が向上する。また、基板ケースに形成した各辺の凹状部に接続基板のコネク
タ接続部を夫々対応させて配置することで、当該基板ケースをコンパクトにし得ると共に
、コネクタ接続部を開口部に挿通させる必要性がなく、作業性を向上し得る利点がある。
更に、コネクタの実装領域に囲まれた中央側に電子部品の実装領域を設けることで、基板
ケースで電子部品を確実に保護することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る遊技機によれば、接続基板を収容した基板ケースを基板設置部に好適に配
設することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の好適な実施例に係るパチンコ機を、外枠に対して前枠を開放した状態で
示す斜視図である。
【図２】(a)は実施例に係る遊技盤を示す正面図であり、(b)は(a)におけるＸ部の拡大図
である。
【図３】実施例に係る基板設置部から第１中継接続基板および基板ケースを取り外した状
態で設置部材を背面から視た斜視図である。
【図４】設置部材における第１中継接続基板および基板ケースの取付位置を拡大して示す
背面図である。
【図５】(a)は、図４のＡ－Ａ線断面図であり、(b)は、Ｂ－Ｂ線断面図である。
【図６】実施例に係る第１中継接続基板の実装面を示す平面図であって、各コネクタ接続
部に接続される電気部品の関係を概略で示してある。
【図７】(a)は、基板ケースの背面図であり、(b)は、基板ケースの平面図であり、(c)は
、基板ケースの側面図である。
【図８】(a)は、基板ケースと第１中継接続基板を分解してパチンコ機の背面側から視た
斜視図であり、(b)は、基板ケースと第１中継接続基板を分解してパチンコ機の正面側か
ら視た斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、遊技機としては、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技が行わ
れるパチンコ機を例にして説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左
」、「右」とは、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機１０を前側(遊技者
側)から見た状態で指称する。
【実施例】
【００１３】
(パチンコ機１０について)
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１に示すように、前後に開口する矩形枠状に形成さ
れて遊技店の図示しない設置枠台に縦置き姿勢で設置される固定枠としての外枠１１の開
口前面側に、遊技盤２０を着脱可能に保持する本体枠としての中枠１２が開閉および着脱
可能に組み付けられている。また、前記中枠１２の前面側には、前記遊技盤２０を透視保
護するガラス板や透明な合成樹脂材により形成された透視保護板(図示省略)により前後に
開口する窓口１３ａを覆うよう構成された前枠１３が開閉可能に組み付けられると共に、
該前枠１３の下方にパチンコ球を貯留する下球受け皿１５が開閉可能に組み付けられる。
そして、前記遊技盤２０の裏側に、所定条件の成立(後述する始動入賞部２７,２８の始動
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入賞口へのパチンコ球の入賞)を契機として演出用の図柄を表示面１７ａで変動表示させ
て図柄変動演出を行う図柄表示装置１７が着脱可能に配設されている。なお、実施例では
、前記前枠１３の下部位置に、パチンコ球を貯留する球受け皿１４が一体的に組み付けら
れており、前枠１３の開閉に合わせて球受け皿１４も一体的に開閉するよう構成される。
また、前記球受け皿１４は、前記前枠１３と別体に形成してもよい。なお、球受け皿１４
については、上下に２つの球受け皿を備えるものに限らず、１つの球受け皿のみを設ける
構成であってもよい。
【００１４】
　また、前記パチンコ機１０の前面右下部位置には、前記中枠１２に配設された打球発射
装置１８を作動させる操作ハンドル１６が設けられている。前記操作ハンドル１６は、左
回転方向に付勢された操作レバー１６ａを備えており、該操作レバー１６ａを右回転させ
るよう遊技者が回動操作することで打球発射装置１８が作動されて、前記球受け皿１４に
貯留されたパチンコ球が前記遊技盤２０の遊技領域２２に向けて発射されるようになって
いる。ここで、前記操作レバー１６ａの回動量に応じて前記打球発射装置１８によるパチ
ンコ球の打球力が強弱変化するよう構成されており、遊技者が操作レバー１６ａの回動量
を調整することで、遊技領域２２に打ち出されたパチンコ球が枠状装飾部材２５の左側を
流下する所謂「左打ち」と、当該パチンコ球が枠状装飾部材２５の右側を流下する所謂「
右打ち(ゴム打ち)」とを打ち分け得るようになっている。
【００１５】
(遊技盤２０について)
　図２に示すように、前記遊技盤２０は、合成樹脂材やベニヤ材等から形成された板状部
材(遊技領域形成部材)２１と、該板状部材２１の裏側に配設されると共に各種の遊技部品
を備えた設置部材(収容空間画成部材)３０とを備えている。前記板状部材２１は、前面(
盤面)に配設された略円形状のレール部材２３によりパチンコ球が流下可能な遊技領域２
２が画成されており、前記打球発射装置１８から発射されたパチンコ球を遊技領域２２に
打ち出すことで遊技が行われるようになっている。そして、前記板状部材２１には、前後
に貫通する装着口(図示せず)が適宜位置に開設されており、各装着口に対して各種の遊技
盤設置部品(具体的には枠状装飾部材２５、始動入賞部２７,２８、特別入賞部２９,３０
、普通入賞部３１,３２、ゲート部３３等)が取り付けられると共に、遊技領域２２の最下
部位置にアウト口２４が開設されて、該遊技領域２２に打ち出されたパチンコ球をアウト
口２４から排出させるようになっている。なお、装着口の形成数は、遊技盤２０に取り付
けられる各種遊技盤設置部品の個数や配設位置等により必要に応じて適宜変更される。
【００１６】
　ここで、実施例の前記板状部材２１には、図２に示すように、前記レール部材２３で囲
まれた遊技領域２２の略中央で開口する装着口に、板状部材２１の後方を視認可能にする
表示窓部２５ａが形成されたセンター役とも称される装飾部材２５が取り付けられている
。実施例の装飾部材２５は、前後に開口する枠状に形成されて、当該装飾部材２５の開口
部を透明パネル２６により部分的に塞ぐよう構成してある。このように、実施例では、装
飾部材２５の開口部および透明パネル２６により表示窓部２５ａが形成されている。なお
、以下の説明では、表示窓部２５ａが形成された装飾部材を枠状装飾部材２５と指称する
ものとする。そして、前記枠状装飾部材２５における表示窓部２５ａの後方に、図柄表示
装置１７が位置するよう構成されて、当該表示窓部２５ａを介して表示面を遊技盤２０の
前面側から視認可能になっている。なお、前記遊技盤２０には、前記遊技領域２２内に多
数の遊技釘３７が設けられると共に、前記枠状装飾部材２５の左側方に、遊技領域２２を
流下するパチンコ球の接触に伴って回転する所謂「風車」とも称される回転案内部材３８
が回転自在に支持されており、遊技領域２２を流下する過程で遊技釘３７や回転案内部材
３８に接触したパチンコ球の流下方向を不規則に変化させ得るよう構成されている。
【００１７】
(入球部について) 
　図２に示すように、前記遊技盤２０には、パチンコ球が入賞可能な複数の入球部が前記
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遊技領域２２内に配設されており、パチンコ球が入球した入球部に応じた制御が実行され
ることで所定の遊技を行い得るようになっている。具体的に、実施例のパチンコ機１０で
は、前記遊技領域２２に位置するよう前記入球部としての第１始動入賞部２７が配置され
ると共に、前記遊技領域２２に位置するよう前記入球部としての第２始動入賞部２８、第
１および第２特別入賞部２９,３０、ゲート部３３が配置されている。
【００１８】
(第１始動入賞部２７について)
　前記第１始動入賞部２７は、図２に示すように、前記枠状装飾部材２５の下方位置(ア
ウト口２４の直上位置)に、パチンコ球が入賞(入球)可能な第１始動入賞口(始動口)２７
ａが上方に常時開口するよう設けられており、前記遊技領域２２を流下するパチンコ球が
一定の確率で第１始動入賞口２７ａに入賞し得るようになっている。また、前記第１始動
入賞部２７は、第１始動入賞口２７ａに入賞したパチンコ球の排出経路に、パチンコ球を
検出する検出手段としての第１始動入賞検出センサＳＥ１が配設されている。第１始動入
賞検出センサＳＥ１は、前記設置部材４０の裏面に配設されたメイン制御基板３０１に配
線接続されており(図６参照)、該第１始動入賞検出センサＳＥ１からの球検出信号がメイ
ン制御基板３０１のメイン制御ＣＰＵ(メイン制御手段)３０１ａに入力されることを判定
条件としてメイン制御基板３０１のＣＰＵが特別遊技(大当り遊技や小当り遊技)を生起さ
せるか否かを判定する特図当り判定(当り判定)を行うと共に、当該球検出信号の入力を賞
球の払出条件として、該ＣＰＵ３０１ａが所定数(例えば３個)の賞球の払い出しを決定し
、当該決定に基づいてメイン制御基板３０１から払出制御基板３０６に対して払出制御信
号が出力されるようになっている。
【００１９】
(第２始動入賞部２８について)
　前記第２始動入賞部２８は、遊技領域２２内で開口する第２始動入賞口２８ａを開閉部
材２８ｂの作動に伴い開閉するよう構成されており、駆動手段としての始動入賞ソレノイ
ドＳＬ１(図６参照)の駆動に伴って開閉部材２８ｂが第２始動入賞口２８ａを閉鎖する閉
鎖位置と開放する開放位置に変位するよう構成されている。すなわち、第２始動入賞口２
８ａは、始動入賞ソレノイドＳＬ１を駆動することでパチンコ球の入賞確率を可変し得る
よう構成される。なお、実施例における第２始動入賞部２８は、前後に開口するよう形成
された第２始動入賞口２８ａを介して前記板状部材２１の内部から遊技領域２２に出没す
るよう開閉部材２８ｂが前後移動可能に構成されており、前記閉鎖位置において開閉部材
２８ｂが第２始動入賞口２８ａを介して板状部材２１の内部(後方)に退避してパチンコ球
が入賞不能に第２始動入賞口２８ａを塞ぐと共に、前記開放位置において開閉部材２８ｂ
が第２始動入賞口２８ａを介して遊技領域２２(遊技領域２２)に突出してパチンコ球が入
賞可能に第２始動入賞口２８ａを開放するよう構成されている。そして、前記開放位置に
おいて、開閉部材２８ｂに受け止められたパチンコ球が前記第２始動入賞口２８ａに誘導
されて入賞するようになっている。
【００２０】
　また、前記第２始動入賞部２８は、前記第２始動入賞口２８ａに入賞したパチンコ球の
排出経路(図示せず)に、パチンコ球を検出する検出手段としての第２始動入賞検出センサ
ＳＥ２を備えている。第２始動入賞検出センサＳＥ２は、前記メイン制御基板３０１に配
線接続されており(図６参照)、該第２始動入賞検出センサＳＥ２からの球検出信号がメイ
ン制御基板３０１のＣＰＵ３０１ａに入力されることを判定条件としてメイン制御基板３
０１のＣＰＵ３０１ａが特図当り判定(当り判定)を行うと共に、当該球検出信号の入力を
賞球の払出条件として、該ＣＰＵ３０１ａが(例えば３個)賞球の払い出しを決定し、当該
決定に基づいてメイン制御基板３０１から払出制御基板３０６に対して払出制御信号が出
力されるようになっている。
【００２１】
　ここで、実施例のパチンコ機１０では、第１および第２始動入賞検出センサＳＥ１,Ｓ
Ｅ２によるパチンコ球の検出(第１または第２始動入賞口２７ａ,２８ａへのパチンコ球の
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入賞)に伴って各種情報(乱数)が取得され、この取得した情報に基づいて特別遊技を生起
させるか否かに関する当り判定が行われるよう構成されている。そして、特図当り判定の
結果に基づいて前記図柄表示装置１７において図柄組合せ演出が実行され、特図当り判定
の判定結果が肯定判定(特別遊技を生起させる判定結果)の場合に、該図柄表示装置１７で
の図柄組合せ演出の結果、該図柄表示装置１７の表示部に所定の当り表示となる組合せ(
例えば同一演出図柄の３つ揃い等)で演出図柄が確定停止表示されることで、遊技者に有
利な特別遊技(大当り遊技や小当り遊技等の特別遊技)が付与されるようになっている。そ
して、特別遊技の発生に伴って第１特別入賞部２９や第２特別入賞部３０の開閉部材２９
ｂ,３０ｂ(後述)が作動変位されて、特別入賞口２９ａ,３０ａへのパチンコ球の入賞に伴
い遊技者が賞球を獲得し得る機会が与えられるよう構成されている。ここで、前記メイン
制御基板３０１には、前記図柄表示装置１７を制御する演出制御基板３０２が配線接続さ
れており、当該メイン制御基板３０１から入力される制御信号に基づいて演出制御基板３
０２が図柄表示装置１７を制御することで所定の図柄組合せ演出が実行されるようになっ
ている。なお、実施例では、前記演出制御基板３０２を基板ケースに収容した演出制御装
置が図柄表示装置１７の後面に着脱可能に取り付けられている。
【００２２】
(第１および第２特別入賞部２９,３０について)
　図２に示すように、前記第１特別入賞部２９は、遊技領域２２内で開口する第１特別入
賞口２９ａを開閉部材２９ｂの作動に伴い開閉するよう構成されると共に、前記第２特別
入賞部３０は、遊技領域２２内で開口する第２特別入賞口３０ａを開閉部材３０ｂの作動
に伴い開閉するよう構成されている。実施例では、前記枠状装飾部材２５の右下部位置に
前記第１特別入賞部２９が設けられ、前記第１始動入賞部２７の右側方に前記第２特別入
賞部３０が設けられている。ここで、前記第１特別入賞部２９の開閉部材２９ｂには駆動
手段としての第１特別入賞ソレノイドＳＬ２(図６参照)が連繋接続されると共に、第２特
別入賞部３０の開閉部材３０ｂには駆動手段としての第２特別入賞ソレノイドＳＬ３が連
繋接続されており、当該ソレノイドＳＬ２,ＳＬ３を駆動することで対応する特別入賞口
２９ａ,３０ａへパチンコ球が入賞可能な開放位置と、入賞が不能な閉鎖位置とに切り替
えられるようになっている。
【００２３】
　また、前記第１特別入賞部２９は、前記第１特別入賞口２９ａに入賞したパチンコ球を
通過させる排出経路(図示せず)に、当該通路を通過するパチンコ球を検出する入賞検出手
段としての第１特別入賞検出センサＳＥ３を備えると共に、前記第２特別入賞部３０は、
前記第２特別入賞口３０ａに入賞したパチンコ球を通過させる排出経路(図示せず)に、当
該通路を通過するパチンコ球を検出する入賞検出手段としての第２特別入賞検出センサＳ
Ｅ４を備えている。前記第１および第２特別入賞検出センサＳＥ３,ＳＥ４は、パチンコ
機１０の裏側に配設された制御手段としてのメイン制御基板３０１に配線接続されている
。そして、特別入賞検出センサＳＥ３からの検出信号がメイン制御基板３０１のメイン制
御ＣＰＵ３０１ａに入力されることを賞球の払出条件として、該メイン制御ＣＰＵ３０１
ａが所定数(例えば１５個)の賞球の払い出しを決定するようになっている。また、前記第
１および第２特別入賞ソレノイドＳＬ２,ＳＬ３は、前記第１始動入賞部２７または第２
始動入賞部２８へのパチンコ球の入賞を契機として第１および第２特別入賞部２９,３０
を開放する特別遊技が付与される場合に、特別遊技の種類に応じた所定の開閉条件に従っ
て第１および第２特別入賞部２９,３０の開閉部材２９ｂ,３０ｂの何れかを作動させるよ
うメイン制御基板３０１によって駆動制御される。
【００２４】
　また、図２(b)に示すように、前記第２特別入賞部３０は、前記第２特別入賞口３０ａ
に連通する入賞空間(図示せず)が入賞部本体に形成されると共に、当該入賞空間にパチン
コ球が通過可能な複数(実施例では２つ)の入球口２０１,２０２が開口するよう設けられ
ており、当該第２特別入賞口３０ａに入賞したパチンコ球が何れかの入球口２０１,２０
２を通過するよう構成されている。ここで、第２特別入賞部３０の入賞空間内で開口する
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入球口２０１の一方には、通過するパチンコ球を検出する入賞検出手段としての特定領域
入球検出センサＳＥ８が配置されており、当該特定領域入球検出センサＳＥ８がメイン制
御基板３０１に配線接続されている。そして、特定領域入球検出センサＳＥ８からの検出
信号がメイン制御基板３０１のメイン制御ＣＰＵ３０１ａに入力されることを条件として
、メイン制御ＣＰＵ３０１ａが確変状態を付与することを決定するよう構成されている。
すなわち、実施例のパチンコ機１０は、特別遊技の発生に伴って前記第２特別入賞部３０
の第２特別入賞口３０ａに入賞したパチンコ球が前記特定領域入球検出センサＳＥ８によ
り検出された場合に、当該特別遊技の終了後の遊技状態が確変状態となるよう設定され、
特定領域入球検出センサＳＥ８により検出されない場合に、当該特別遊技の終了後の遊技
状態が非確変状態となるよう構成されている。なお、以下の説明では、前記第２特別入賞
部３０の入賞空間内で開口する入球口の内で、前記特定領域入球検出センサＳＥ８により
検出されるパチンコ球が通過する入球口を特定領域２０１と指称し、特定領域入球検出セ
ンサＳＥ８により検出されないパチンコ球が通過する入球口を非特定領域２０２と指称し
て区別する場合がある。
【００２５】
　ここで、前記第２特別入賞部３０の排出通路３０ｃは、前記特定領域２０１および非特
定領域２０２の上流側で当該特定領域２０１および非特定領域２０２に分岐するよう形成
されて、当該分岐部の上流に第２特別入賞検出センサＳＥ４が配置されている。すなわち
、前記第２特別入賞部３０の第２特別入賞口３０ａに入賞したパチンコ球は、前記特定領
域２０１を通過するか否かに関わらず第２特別入賞検出センサＳＥ４により検出されるよ
うになっている。また、前記第２特別入賞部３０の排出通路３０ｃには、特定領域２０１
および非特定領域２０２に分岐する分岐部に、第２特別入賞部３０に入賞したパチンコ球
を特定領域２０１に誘導する第１位置(図２(b)に破線で図示)と、第２特別入賞部３０に
入賞したパチンコ球を非特定領域２０２に誘導する第２位置(図２(b)に二点鎖線で図示)
とに切り替え可能な通路切替部材２００が設けられており、当該通路切替部材２００に駆
動手段としての切替ソレノイドＳＬ４(図６参照)が連繋接続されており、当該ソレノイド
ＳＬ４を駆動することで通路切替部材２００が第１位置および第２位置に移動するように
なっている。また、第２特別入賞部３０には、前記通路切替部材２００が所定の原位置(
実施例では前記第２位置)にあるか否かを検出する原位置センサＲＰ(図６参照)を備えて
いる。そして、前記原位置センサＲＰおよび切替ソレノイドＳＬ４の夫々が前記メイン制
御基板３０１に配線接続されており、当該原位置センサＲＰからの検出信号に基づいて切
替ソレノイドＳＬ４が駆動されることにより、通路切替部材２００を第１位置および第２
位置に変位させ得るようになっている。
【００２６】
(普通入賞部３１,３２について)
　図２に示すように、前記普通入賞部３１,３２は、前記遊技領域２２の左右下部位置に
おいて、パチンコ球が入賞(入球)可能な普通入賞口３１ａ,３２ａが上方に常時開口する
よう前記遊技盤２０に設けられており、遊技領域２２を流下するパチンコ球および遊技領
域２２を流下するパチンコ球の夫々が一定の確率で普通入賞口３１ａ,３２ａに入賞し得
るようになっている。実施例では、遊技盤２０の左下部位置に配設された左側の入賞ユニ
ット３４に３つの普通入賞部３１が設けられ、遊技盤２０の右下部位置に配設された右側
の入賞ユニット３５に１つの普通入賞部３２が設けられている。ここで、前記右側の入賞
ユニット３５には、前記第２始動入賞部２８および第２特別入賞部３０が備えられており
、第２始動入賞部２８、第２特別入賞部３０および普通入賞部３２を備えた複合ユニット
として構成されている。また、前記左側入賞ユニット３４の各普通入賞部３１の普通入賞
口３１ａに入賞したパチンコ球を合流して通過させる通路途中(図示せず)に、当該通路を
通過するパチンコ球を検出する入賞検出手段としての普通入賞検出センサＳＥ５(図６参
照)を備えており、右側入賞ユニット３５の普通入賞部３２の普通入賞口３２ａに入賞し
たパチンコ球を通過させる通路途中(図示せず)に、当該通路を通過するパチンコ球を検出
する入賞検出手段としての普通入賞検出センサＳＥ６(図６参照)を備えている。
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【００２７】
　また、前記普通入賞検出センサＳＥ５,ＳＥ６は、パチンコ機１０の裏側に配設された
制御手段としてのメイン制御基板３０１に配線接続されている。そして、普通入賞検出セ
ンサＳＥ５,ＳＥ６からの検出信号がメイン制御基板３０１のＣＰＵ３０１ａに入力され
ることを賞球の払出条件として、該ＣＰＵ３０１ａが所定数(例えば１０個)の賞球の払い
出しを決定するようになっている。
【００２８】
(ゲート部３３について)
　前記ゲート部３３は、図２に示すように、上下に貫通するよう普図始動口３３ａが形成
されており、遊技領域２２を流下するパチンコ球がゲート部３３の上方から下方へ通過し
得るようになっている。また、ゲート部３３には、当該ゲート部３３(通過口)を通過する
パチンコ球を検出するゲートセンサＳＥ７が設けられている。このゲートセンサＳＥ７は
、前記メイン制御基板３０１(図６参照)に配線接続されているに配線接続されており、該
ゲートセンサＳＥ７からメイン制御基板３０１への球検出信号の入力(すなわちパチンコ
球の検出)に伴って普図当り判定条件(第２の当り判定条件)が成立するようになっている
。そして、普図当り判定条件の成立に伴って普図当り遊技を生起させるか否かに関する普
図当り判定が行われ、該普図当り判定の結果に応じて前記第２始動入賞部２８の始動入賞
ソレノイドＳＬ１が駆動制御されて、当該開閉部材２８ｂが開閉動作するようになってい
る。すなわち、実施例のパチンコ機１０は、ゲートセンサＳＥ７によるパチンコ球の検出
を契機として行われる普図当り判定の判定結果が当りの判定である場合に、前記第２始動
入賞部２８の第２始動入賞口２８ａを所定の開放条件で開放する普図当り遊技が行われて
、当該第２始動入賞口２８ａへパチンコ球を入賞させ得る機会が与えられるようになって
いる。
【００２９】
　ここで、図６に示すように、前記始動入賞検出センサＳＥ１,ＳＥ２の夫々は、当該セ
ンサからの配線のコネクタがメイン制御基板３０１に対して直接接続されるよう構成され
ている。一方で、前記特別入賞検出センサＳＥ３,ＳＥ４や普通入賞検出センサＳＥ５,Ｓ
Ｅ６、ゲートセンサＳＥ７、特定領域入球検出センサＳＥ８、原位置センサＲＰは、各セ
ンサからの配線のコネクタが後述する第１中継接続基板５１に対して接続され、当該第１
中継接続基板５１を介してメイン制御基板３０１に電気的に接続されるようになっている
。同様に、前記始動入賞ソレノイドＳＬ１や特別入賞ソレノイドＳＬ２,ＳＬ３、切替ソ
レノイドＳＬ４は、各ソレノイドからの配線のコネクタが第１中継接続基板５１に対して
接続され、当該第１中継接続基板５１を介してメイン制御基板３０１に電気的に接続され
るようになっている。また、前記メイン制御基板３０１には、前記図柄表示装置１７を制
御する演出制御基板３０２が配線接続されており、メイン制御基板３０１から入力される
制御信号に基づいて演出制御基板３０２が図柄表示装置１７を制御することで、所定の表
示演出が実行されるようになっている。
【００３０】
(設置部材４０について)
　図３に示すように、前記設置部材４０は、板状部材２１の後面に対向する背面板４２と
、この背面板４２の外周縁から前方に延出して前端部が板状部材２１の後面に当接する外
周壁部４３とから前側に開口する箱状に形成され、前記板状部材２１との間に空間を画成
するよう構成されている。なお、設置部材４０は、外周壁部４３が板状部材２１の外周縁
の近傍に延在するよう設けられて、板状部材２１の後面の略全体を覆うように配設されて
いる。そして、前記設置部材４０(背面板４２)の後面側に、前記図柄表示装置１７が着脱
可能に配設されると共に、当該設置部材４０の前面側(空間内)に、遊技に合わせて発光に
より演出を実行する発光演出装置や可動体の動作により演出を実行する可動演出装置等の
演出装置や、前記入賞部(始動入賞部２７,２８、特別入賞部２９,３０、普通入賞部３１,
３２)に入賞したパチンコ球を遊技盤２０の外部に排出する球通路等が配設されて、当該
設置部材４０を１つのユニットとして取り扱い得るよう構成されている。更に、前記設置
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部材４０には、前記メイン制御基板３０１に対して電気的に接続された不正検出センサＳ
Ｎ１～ＳＮ３が取り付けられており、遊技盤２０に向けられる不正行為を不正検出センサ
ＳＮ１～ＳＮ３で検出し得るよう構成されている。なお、実施例のパチンコ機１０には、
不正検出センサとして、電波を検出する電波センサＳＮ１や、磁気を検出する磁気センサ
ＳＮ２、振動を検出する振動センサＳＮ３が設置されており、当該不正検出センサＳＮ１
～ＳＮ３からの検出信号に基づいてメイン制御基板３０１が不正検出制御を実行するよう
になっている。
【００３１】
　前記設置部材４０には、図３に示すように、前記背面板４２において前記図柄表示装置
１７の前面が当接する表示当接面４５に、前後に貫通する表示窓部４０ａが形成されてい
る。ここで、前記設置部材４０(背面板４２)の表示窓部４０ａは、前記枠状装飾部材２５
の表示窓部２５ａと前後に並ぶ位置に設けられており、前記図柄表示装置１７の表示面１
７ａを両表示窓部２５ａ,４０ａを介して遊技盤２０の前側から視認し得るよう構成され
ている。なお、実施例では、図柄表示装置１７の後面に、前記演出制御基板３０２を基板
ケースに収容した演出制御装置が着脱可能に取り付けられている。そして、前記設置部材
４０における前記背面板４２の後面には、前記表示当接面４５の下方位置に基板設置部５
０が設けられており、当該基板設置部５０に、後述する中継接続基板５１,５２が着脱可
能に設置されている。なお、設置部材４０には、前記基板設置部５０を挟む左右両側にベ
ース取付部４８が設けられており、当該左右のベース取付部４８に掛け渡すよう設けられ
た取付ベースに、前記メイン制御基板３０１を基板ケースに収容したメイン制御装置(何
れも図示せず)が着脱可能に取り付けられている。すなわち、基板設置部５０に設置され
た中継接続基板５１,５２の後方を取付ベースで覆うことで、設置部材４０の裏側のスペ
ース効率を高めると共に中継接続基板５１,５２を保護するよう構成されている。なお、
ベース取付部４８に取付ベースを取り付けた状態で、前記基板設置部５０と取付ベースと
の間の空間が設置部材４０の下方に開口するよう構成されており、当該開口を介して中継
接続基板５１,５２に対する配線接続を容易になし得るよう構成してある。
【００３２】
(基板設置部５０について)
　図３、図４に示すように、前記基板設置部５０は、前記表示当接面４５の下側に、第１
段部４６を介して連設されて表示当接面４５よりも前側に位置するよう設けられると共に
、左右に並んで複数(実施例では２つ)の中継接続基板５１,５２を設置し得るよう構成さ
れている。なお、基板設置部５０および中継接続基板５１,５２に関する以下の説明では
、図３に示すように、遊技盤２０(設置部材４０)を裏側から見た状態を基準として左右を
指称するものとする。すなわち、前記基板設置部５０の左右一方側(実施例では右側)に、
前記メイン制御基板３０１に対する配線を中継接続する第１中継接続基板５１が設置され
、当該基板設置部５０の左右他方側(実施例では左側)に、前記演出制御基板３０２に対す
る配線を中継接続する第２中継接続基板５２が設置されている。ここでは、前記第１中継
接続基板５１には、前記メイン制御基板３０１からの配線が接続されると共に、特別入賞
検出センサＳＥ３,ＳＥ４、普通入賞検出センサＳＥ５,ＳＥ６、ゲートセンサＳＥ７、特
定領域入球検出センサＳＥ８、原位置センサＲＰ、始動入賞ソレノイドＳＬ１、特別入賞
ソレノイドＳＬ２,ＳＬ３、切替ソレノイドＳＬ４および不正検出センサＳＮ１～ＳＮ３
からの配線が接続されている。また、前記第２中継接続基板５２には、前記演出制御基板
３０２からの配線が接続されると共に、前記遊技盤２０に配設された各種演出装置からの
配線が接続されている。
【００３３】
　また、前記第１および第２中継接続基板５１,５２の夫々は、図３に示すように、対応
の電気部品に繋がる配線のコネクタが接続されるコネクタ接続部６０,６１,６２,５２ｂ
が遊技盤２０の後方に向く面(以下、実装面５１ａという)に集中して実装されている。そ
して、前記第１中継接続基板５１は、実装面５１ａと反対側の面(以下、端子面５１ｂと
いう)を基板設置部５０の設置面５０ａ(設置部材４０における背面板４２の後面)に向け
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た姿勢で基板設置部５０の設置面５０ａに設けた基板支持部５５に設置されて、当該基板
設置部５０(基板支持部５５)に着脱可能に取り付けられた基板ケース９０がコネクタ接続
部６０,６１,６２の実装面５１ａ(具体的には後述する部品実装領域ＤＲ１,ＤＲ２)を被
覆するよう構成されている。一方で、前記第２中継接続基板５２は、コネクタ接続部,５
２ｂの実装面５２ａが露出すると共に当該実装面５２ａと反対側の面(以下、端子面とい
う)を基板設置部５０の設置面５０ａに向けた姿勢で、当該基板設置部５０の設置面５０
ａに対して後方から直接ネジ止めすることで着脱可能に取り付けられている。なお、前記
基板設置部５０の上縁部(第１段部４６)には、左右に離間する複数位置に第１配線保持片
５３ａが設けられており、前記遊技盤２０に設けられた演出装置からの配線を各第１配線
保持片５３ａに保持させるよう構成されている。すなわち、前記基板設置部５０の上縁部
において各第１配線保持片５３ａに前記演出装置からの配線を保持することにより前記第
１段部４６に沿った配線経路５３を這うよう延在して、当該配線が基板設置部５０に対し
て着脱可能に配設される第１および第２中継接続基板５１,５２との間に挟み込まれるの
を防止しつつ、前記第２中継接続基板５２に接続し得るよう構成されている。また、図３
～図５に示すように、前記基板設置部５０における設置面５０ａの下側には、第２段部４
７を介して連設されて設置面５０ａよりも前側に位置するよう第２配線経路５４が設けら
れると共に、当該第２配線経路５４に第２配線保持片５４ａが設けられている。
【００３４】
(基板支持部５５について)
　図３、図４に示すように、前記基板設置部５０に設けられた第１中継接続基板５１の基
板支持部５５は、当該基板設置部５０の設置面５０ａから後方へ突出して前記第１中継接
続基板５１の外周端部を囲繞する支持壁部５６と、当該第１中継接続基板５１の端子面５
１ｂを当接支持する支持突部５７と、基板ケース９０を基板設置部５０に保持する取付部
５９ａ,５９ｂとを備えている。前記支持壁部５６は、前記第１中継接続基板５１の外周
端部に沿って延在する枠状に形成されて後方へ開口する基板収容部５５ａを画成するよう
構成されており、当該支持壁部５６(基板収容部５５ａ)の内側に第１中継接続基板５１が
収容されるようになっている。ここで、前記支持壁部５６により画成される基板収容部５
５ａは、前記第１中継接続基板５１の外周端部と略整合するよう形成されており、後方開
口を介して第１中継接続基板５１を基板収容部５５ａに嵌合することで、当該第１中継接
続基板５１の外周端部が全周に亘って支持壁部５６に対向する状態で第１中継接続基板５
１が基板収容部５５ａに収容されるようになっている。
【００３５】
　また、前記支持突部５７は、図３に示すように、前記設置面５０ａから後方へ突出する
突片状に形成されて、当該支持壁部５６に沿って離間する複数箇所に設けられている。す
なわち、前記第１中継接続基板５１における端子面５１ｂの縁部に前記支持突部５７の突
出端部(後端部)が当接するようになっており、当該端子面５１ｂから突出したコネクタ接
続部６０,６１,６２や電子部品６５ａ,６５ｂの端子部６８が設置面５０ａに非接触とな
る位置で第１中継接続基板５１が支持されるようになっている。また、前記支持突部５７
の夫々は、前記支持壁部５６における基板収容部５５ａを形成する内周面に繋がるよう形
成されている。すなわち、前記支持突部５７により前記支持壁部５６が変形するのが規制
されて、前記第１中継接続基板５１の外周端部と支持壁部５６との間に隙間が生じるのを
防止して、当該第１中継接続基板５１の端子面５１ｂへの不正なアクセスを防ぐようにな
っている。なお、前記基板支持部５５には、前記支持突部５７の突出端部(後端部)より後
方へ突出する位置決め突部５８が複数箇所(実施例では２箇所)に形成されており、前記基
板収容部５５ａに嵌め込んだ第１中継接続基板５１の位置決め孔６６(図６、図８参照)に
位置決め突部５８が挿通されて、当該第１中継接続基板５１を位置決めするようになって
いる。
【００３６】
(取付部５９ａ,５９ｂについて)
　前記取付部５９ａ,５９ｂは、図３、図５に示すように、前記支持壁部５６において前
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記第１中継接続基板５１を挟んで対向する壁部(実施例では上壁部５６ａおよび下壁部５
６ｂ)に夫々設けられている。そして、この取付部５９ａ,５９ｂに対して前記基板ケース
９０に形成された係合部１１０ａ,１１０ｂ(後述)を係脱可能に係合させることで、前記
基板設置部５０(基板支持部５５の基板収容部５５ａ)に設置された第１中継接続基板５１
の実装面５１ａの部品実装領域ＤＲ１,ＤＲ２が基板ケース９０で覆われるようになって
いる。ここで、前記各取付部５９ａ,５９ｂは、前記支持壁部５６(上壁部５６ａおよび下
壁部５６ｂ)の外周面側の後端部に、当該支持壁部５６から外方へ突出するよう形成され
ている。すなわち、上壁部５６ａに形成された取付部は、当該上壁部５６ａの後端部から
上方へ突出するよう形成され、下壁部５６ｂに形成された取付部は、当該下壁部５６ｂの
後端部から下方へ突出するよう形成されている。なお、以下の説明において、下壁部５６
ｂに形成された取付部を第１取付部５９ａと指称し、上壁部５６ａに形成された取付部を
第２取付部５９ｂと指称して区別する場合がある。
【００３７】
　また、前記第１取付部５９ａは、図３、図５に示すように、前記支持壁部５６の下壁部
５６ｂの左右の両端部近傍に形成されると共に、前記第２取付部５９ｂは、支持壁部５６
の上壁部５６ａの左右の両端部近傍に形成されている。すなわち、前記基板支持部５５に
配設された前記第１中継接続基板５１における上下の外周端部の左右角部の近傍に位置す
るよう前記第１および第２取付部５９ａ,５９ｂが形成されている。ここで、前記支持壁
部５６の下壁部５６ｂは、前記設置部材４０の第２段部４７を形成する壁部に連続するよ
う形成されており、当該第２段部４７より下方に前記第１取付部５９ａが突出するように
なっている。なお、前記第１および第２取付部５９ａ,５９ｂにおいて前記支持壁部５６
から突出した突出端部は、突出端に向かうにつれて前方へ傾斜した傾斜案内面５９ｃが形
成されており、各取付部５９ａ,５９ｂに対して係合部１１０ａ,１１０ｂを容易に係合さ
せ得るようになっている
【００３８】
(第１中継接続基板５１について)
　次に、前記第１中継接続基板５１の実装面５１ａに設けられる各部品の配置構成に関し
て説明する。前記第１中継接続基板５１には、当該第１中継接続基板５１の外周縁部に沿
って前記コネクタ接続部６０,６１,６２が実装される領域(以下、コネクタ実装領域ＣＲ
１～ＣＲ４という)が設けられると共に、当該コネクタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４よりも基
板中央側に、コネクタ接続部６０,６１,６２以外の電子部品６５ａ,６５ｂが実装される
領域(以下、部品実装領域ＤＲ１,ＤＲ２)が設けられている。すなわち、実施例の第１中
継接続基板５１には、実装面５１ａにおける外周縁部側にコネクタ接続部６０,６１,６２
が実装されて、当該コネクタ接続部６０,６１,６２に対する配線の接続作業を容易に行い
得るよう構成されると共に、実装面５１ａにおける基板中央側に電子部品６５ａ,６５ｂ
が実装されて、前記基板設置部５０に取り付けられる基板ケース９０の収容空間９０ａに
電子部品６５ａ,６５ｂを収容して保護するようになっている。ここで、実施例に係る第
１中継接続基板５１は矩形状に形成されると共に、当該第１中継接続基板５１の４つの各
辺に沿ってコネクタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４が設けられており、当該コネクタ実装領域Ｃ
Ｒ１～ＣＲ４で囲まれた内側に部品実装領域ＤＲ１,ＤＲ２が設けられるようになってい
る。以下の説明では、第１中継接続基板５１における実装面５１ａの右側縁部に沿って設
けられたコネクタ実装領域を第１コネクタ実装領域ＣＲ１と指称し、第１中継接続基板５
１における実装面５１ａの下縁部に沿って設けられたコネクタ実装領域を第２コネクタ実
装領域ＣＲ２と指称し、第１中継接続基板５１における実装面５１ａの左側縁部に沿って
設けられたコネクタ実装領域を第３コネクタ実装領域ＣＲ３と指称し、第１中継接続基板
５１における実装面５１ａの上縁部に沿って設けられたコネクタ実装領域を第４コネクタ
実装領域ＣＲ４と指称して区別する場合がある。
【００３９】
(コネクタ接続部６０,６１,６２について)
　ここで、前記第１中継接続基板５１には、図６に示すように、前記メイン制御基板３０
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１からの配線が接続されるコネクタ接続部６０と、不正行為を検出する不正検出センサＳ
Ｎ１～ＳＮ３に繋がる配線が接続される複数(実施例では９つ)のコネクタ接続部(第１の
コネクタ接続部)６１と、遊技の進行に関わる遊技進行部品(遊技部品)ＳＥ３～ＳＥ８,Ｒ
Ｐ,ＳＬ１～ＳＬ４に繋がる配線が接続される複数(実施例では１０つ)のコネクタ接続部(
第２のコネクタ接続部)６２とが実装されている。なお以下の説明では、メイン制御基板
３０１からの配線が接続されるコネクタ接続部を制御コネクタ接続部６０と指称し、不正
検出センサＳＮ１～ＳＮ３に繋がる配線が接続されるコネクタ接続部を不正検出用コネク
タ接続部６１と指称し、遊技の進行に関わる遊技進行部品ＳＥ３～ＳＥ８,ＲＰ,ＳＬ１～
ＳＬ４に繋がる配線が接続されるコネクタ接続部を遊技進行部品用コネクタ接続部６２と
指称して区別する場合がある。具体的に、実施例では、前記不正検出用コネクタ接続部６
１として、不正検出センサとして備えられた前記電波センサＳＮ１、磁気センサＳＮ２お
よび振動センサＳＮ３に繋がる配線のコネクタが接続されるコネクタ接続部が第１中継接
続基板５１に実装されている。また、前記遊技進行部品用コネクタ接続部６２として、特
別入賞検出センサＳＥ３,ＳＥ４、普通入賞検出センサＳＥ５,ＳＥ６、ゲートセンサＳＥ
７、特定領域入球検出センサＳＥ８、原位置センサＲＰ、始動入賞ソレノイドＳＬ１、特
別入賞ソレノイドＳＬ２,ＳＬ３および切替ソレノイドＳＬ４に繋がる配線のコネクタが
接続されるコネクタ接続部が第１中継接続基板５１に実装されている。
【００４０】
　すなわち、前記第１中継接続基板５１に接続される遊技の進行に関わる遊技進行部品と
しては、特図当り判定の判定結果に応じて作動される特別入賞部２９,３０の作動制御に
関わる遊技進行部品(実施例では、特別入賞検出センサＳＥ３,ＳＥ４、特定領域入球検出
センサＳＥ８、原位置センサＲＰ、特別入賞ソレノイドＳＬ２,ＳＬ３および切替ソレノ
イドＳＬ４)と、特図当り判定の判定結果に関わらず賞球の払出制御に関わる遊技進行部
品(実施例では、普通入賞検出センサＳＥ５,ＳＥ６)と、普図当り判定を行うか否か関わ
る遊技進行部品(実施例では、ゲートセンサＳＥ７)と、普図当り判定の判定結果に応じて
作動される第２始動入賞部２８の作動制御に関わる遊技進行部品(実施例では、始動入賞
ソレノイドＳＬ１)が含まれている。一方で、特図当り判定を行うか否か(特別遊技を生起
させるか否か)に関わる部品(実施例では、第１および第２始動入賞検出センサＳＥ１,Ｓ
Ｅ２)は、パチンコ機１０における遊技制御の基幹に関わる特殊な部品であることから、
第１中継接続基板５１を介在することなく前述のようにメイン制御基板３０１に対して直
接接続されている。
【００４１】
(コネクタ接続部６０,６１,６２とコネクタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４との関係について)
　ここで、図６に示すように、前記第１中継接続基板５１には、各辺に設けられたコネク
タ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４毎に前記不正検出用コネクタ接続部６１および遊技進行部品用
コネクタ接続部６２が混在しないよう何れか一方が実装されている。すなわち、前記第１
および第２コネクタ実装領域ＣＲ１,ＣＲ２には、前記不正検出用コネクタ接続部６１が
実装され、前記第３および第４コネクタ実装領域ＣＲ３,ＣＲ４には、前記遊技進行部品
用コネクタ接続部６２が実装されている。このように、前記第１および第２コネクタ実装
領域ＣＲ１,ＣＲ２は、不正検出センサＳＮ１～ＳＮ３の接続領域とされ、前記第３およ
び第４コネクタ実装領域ＣＲ３,ＣＲ４は、遊技進行部品ＳＥ３～ＳＥ８,ＲＰ,ＳＬ１～
ＳＬ４の接続領域とされている。そして、前記制御コネクタ接続部６０は、前記不正検出
用コネクタ接続部６１が実装される領域(実施例では第１コネクタ実装領域ＣＲ１)に実装
されている。
【００４２】
　また、図６～図８に示すように、前記各不正検出用コネクタ接続部６１および各遊技進
行部品用コネクタ接続部６２は、配線の装着口６１ａ,６２ａの開口方向が異ならせてあ
る。具体的には、各不正検出用コネクタ接続部６１は、配線のコネクタが装着される装着
口６１ａの開口方向を各コネクタ実装領域ＣＲ１,ＣＲ２において実装面５１ａの外周端
縁側へ向けた姿勢で配設され、当該不正検出用コネクタ接続部６１に対して第１中継接続
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基板５１の実装面５１ａに沿った方向から着脱し得るよう構成されている。また、前記第
１コネクタ実装領域ＣＲ１に実装される制御コネクタ接続部６０は、前記不正検出用コネ
クタ接続部６１と同様に、配線のコネクタが装着される装着口６０ａの開口方向を第１コ
ネクタ実装領域ＣＲ１において実装面５１ａの外周端縁側(右端縁)へ向けた姿勢で配設さ
れ、当該制御コネクタ接続部６０に対して第１中継接続基板５１の実装面５１ａに沿った
方向から着脱し得るよう構成されている。すなわち、前記第１コネクタ実装領域ＣＲ１に
は、装着口６０ａ,６１ａが右側方に開口する姿勢で制御コネクタ接続部６０および各不
正検出用コネクタ接続部６１が実装され、前記第２コネクタ実装領域ＣＲ２には、装着口
６１ａが下方に開口する姿勢で各不正検出用コネクタ接続部６１が実装されている。一方
で、各遊技進行部品用コネクタ接続部６２は、配線のコネクタが装着される装着口６２ａ
の開口方向を実装面５１ａに対して交差する方向(実施例では鉛直に交差する後方)へ向け
て姿勢で配設され、当該遊技進行部品用コネクタ接続部６２に対して第１中継接続基板５
１の後方から配線を着脱し得るよう構成されている。すなわち、前記第３および第４コネ
クタ実装領域ＣＲ３,ＣＲ４には、装着口６２ａが後方に開口する姿勢で各遊技進行部品
用コネクタ接続部６２が実装されている。
【００４３】
　また、前記第１中継接続基板５１に実装される複数の不正検出用コネクタ接続部６１の
夫々は、異なる色彩で着色されると共に、前記複数の遊技進行部品用コネクタ接続部６２
の夫々は、異なる色彩で着色されている。すなわち、実施例では、不正検出用コネクタ接
続部６１は異なる９種類の色彩で着色され、遊技進行部品用コネクタ接続部６２は、異な
る１０種類の色彩で着色されている。この場合に、複数の不正検出用コネクタ接続部６１
および複数の遊技進行部品用コネクタ接続部６２毎に、「赤／青緑」や「黄色／青紫」の
ように色相環で正反対に位置する関係の色彩の組合せ(補色の組合せ)となるよう各コネク
タ接続部６１,６２の色彩が設定されている。なお、複数の不正検出用コネクタ接続部６
１の色彩と、複数の遊技進行部品用コネクタ接続部６２の色彩とは、異なる色彩で着色す
ることが好ましいが、同一の色彩が含まれるようにしてもよい。また、前記制御コネクタ
接続部６０は、前記不正検出用コネクタ接続部６１および遊技進行部品用コネクタ接続部
６２の何れとも異なる色彩(実施例では黒色)で着色されて、当該制御コネクタ接続部６０
を他のコネクタ接続部６１,６２と混同しないよう構成されている。
【００４４】
(部品実装領域ＤＲ１,ＤＲ２について)
　図６に示すように、前記第１中継接続基板５１の部品実装領域ＤＲ１,ＤＲ２には、前
記各コネクタ接続部６０,６１,６２よりも高さ寸法の大きな第１の電子部品６５ａ(例え
ばコンデンサやトランジスタ等)や、コネクタ接続部６０,６１,６２よりも高さ寸法の小
さな第２の電子部品６５ｂ(例えば抵抗器等)が実装されている。ここで、第２の電子部品
６５ｂとしては、抵抗器や集積回路(ＩＣ回路)のように実装面５１ａからの突出高さが小
さく平面的に実装される電子部品である。前記第１中継接続基板５１には、前記第１の電
子部品６５ａを含む電子部品が実装される第１部品実装領域ＤＲ１が当該第１中継接続基
板５１の基板中央側に設けられて、当該第１部品実装領域ＤＲ１を囲むよう設けられた第
２部品実装領域ＤＲ２に、前記第２の電子部品６５ｂが実装されている。すなわち、実施
例の第１中継接続基板５１には、実装面５１ａにおける最も外周縁部側に前記第１～第４
コネクタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４が形成され、当該実装面５１ａの最も中央側に前記第１
部品実装領域ＤＲ１が形成されると共に、当該第１～第４コネクタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ
４および第１部品実装領域ＤＲ１の間に前記第２部品実装領域ＤＲ２が形成されている。
このように、実施例に係る第１中継接続基板５１には、前記実装面５１ａからの突出高さ
が比較的大きなコネクタ接続部６０,６１,６２や第１の電子部品６５ａが実装されるコネ
クタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４および第１部品実装領域ＤＲ１の間に、当該実装面５１ａか
らの突出高さが比較的小さく平面的な第２の電子部品６５ｂが実装される第２部品実装領
域ＤＲ２が設けられており、基板ケース９０において第２部品実装領域ＤＲ２を覆う壁部
(後述する第２対向保護壁９２ａ)の形成位置を、第１中継接続基板５１の実装面５１ａに
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近接させ得るようにしてある。なお、図６において、各コネクタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４
と、各部品実装領域ＤＲ１,ＤＲ２との境界を二点鎖線で示してある。
【００４５】
(基板ケース９０について)
　前記基板ケース９０は、前記第１中継接続基板５１の実装面５１ａを被覆すると共に前
記第１および第２の電子部品６５ａ,６５ｂを収容する収容空間９０ａを画成する保護部
９１,９２と、当該保護部９１,９２の端部に設けられて前記基板設置部５０(基板支持部
５５)の取付部５９ａ,５９ｂに対して係脱可能に係合する係合部１１０ａ,１１０ｂとを
備え、当該係合部１１０ａ,１１０ｂを取付部５９ａ,５９ｂに係合させることで、第１中
継接続基板５１の実装面５１ａを保護部９１,９２が被覆する状態で保持されるようにな
っている。ここで、実施例の基板ケース９０は、全体が透明な合成樹脂材により形成され
ており、外側から保護部９１,９２の内部(第１中継接続基板５１)を透視し得るようにな
っている。
【００４６】
　また、前記基板ケース９０には、前記基板設置部５０(基板支持部５５)に取り付けた状
態で前記第１中継接続基板５１のコネクタ接続部６０,６１,６２に対応する位置に、コネ
クタ接続部６０,６１,６２をケース外部に露出させるコネクタ露出部１０１,１０２,１０
３,１０４が前記基板ケース９０に設けられており、当該コネクタ露出部１０１,１０２,
１０３,１０４を介して露出するコネクタ接続部６０,６１,６２に各対応の配線を着脱し
得るようになっている。すなわち、前記コネクタ露出部１０１,１０２,１０３,１０４は
、前記基板ケース９０の外周縁部側に形成されている。なお、以下の説明において、前記
第１コネクタ実装領域ＣＲ１に実装されたコネクタ接続部６０,６１を露出させるコネク
タ露出部を第１コネクタ露出部１０１と指称し、前記第２コネクタ実装領域ＣＲ２に実装
されたコネクタ接続部６１を露出させるコネクタ露出部を第２コネクタ露出部１０２と指
称し、前記第３コネクタ実装領域ＣＲ３に実装されたコネクタ接続部６２を露出させるコ
ネクタ露出部を第３コネクタ露出部１０３と指称し、前記第４コネクタ実装領域ＣＲ４に
実装されたコネクタ接続部６２を露出させるコネクタ露出部を第４コネクタ露出部１０４
と指称して区別する場合がある。
【００４７】
(保護部９１,９２について)
　前記保護部９１,９２は、図４、図５、図７、図８に示すように、前記第１部品実装領
域ＤＲ１を被覆する第１保護部９１と、前記第２部品実装領域ＤＲ２を被覆する第２保護
部９２とを備えている。前記第１保護部９１は、前記第１中継接続基板５１における実装
面５１ａの第１部品実装領域ＤＲ１に対向する第１対向保護壁９１ａと、当該第１対向保
護壁９１ａの外周端部から実装面５１ａ側に向けて延出する第１外周保護壁９１ｂとから
形成されており、当該第１対向保護壁９１ａおよび第１外周保護壁９１ｂにより前方(第
１中継接続基板５１側)に開口する空間を画成している。また、前記第２保護部９２は、
前記第１中継接続基板５１における実装面５１ａの第２部品実装領域ＤＲ２に対向する第
２対向保護壁９２ａと、当該第１対向保護壁９１ａの外周端部から実装面５１ａ側に向け
て延出する第１外周保護壁９１ｂとから形成されており、当該第２対向保護壁９２ａおよ
び第２外周保護壁９２ｂにより前方(第１中継接続基板５１側)に開口する空間を画成して
いる。言い換えると、第１中継接続基板５１には、第１保護部９１に合わせて第１部品実
装領域ＤＲ１が形成されると共に第２保護部９２に合わせて第２部品実装領域ＤＲ２が形
成されている。
【００４８】
　ここで、前記第２保護部９２の第２対向保護壁９２ａは、前記第１保護部９１の第１外
周保護壁９１ｂの前端部の全周に連設すると共に、当該第１外周保護壁９１ｂから外方へ
向けて延在するよう形成されている。すなわち、前記第２保護部９２は、前記第１保護部
９１よりも前側(第１中継接続基板５１側)に、当該第１保護部９１の前端部を囲むよう形
成されている。そして、前記第２保護部９２における第２外周保護壁９２ｂの前端部を第
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１中継接続基板５１の実装面５１ａに当接させることで、当該第１および第２保護部９１
,９２と第１中継接続基板５１との間に前記第および第２の電子部品６５ｂを収容する前
記収容空間９０ａが画成されるようになっている。なお、前記第１保護部９１により画成
される空間および第２保護部９２により画成される空間は、連続した１つの収容空間９０
ａを形成している。また、前記第２外周保護壁９２ｂには、前記第１中継接続基板５１の
実装面５１ａに形成された回路パターンとの接触を回避するよう切欠部９３が形成されて
いる。
【００４９】
　すなわち、前記第１保護部９１の第１対向保護壁９１ａは、図５に示すように、前記第
１部品実装領域ＤＲ１に実装された第１の電子部品６５ａよりも第１中継接続基板５１の
実装面５１ａから離間するよう形成されると共に、前記第２保護部９２の第２対向保護壁
９２ａは、第１の電子部品６５ａよりも第１中継接続基板５１の実装面５１ａに近接する
よう形成されている。このように、実施例の基板ケース９０は、前記第１部品実装領域Ｄ
Ｒ１を被覆して前記第１の電子部品６５ａを保護する第１保護部９１よりも実装面５１ａ
に近接するよう第２保護部９２が設けられて、当該第２保護部９２が第２部品実装領域Ｄ
Ｒ２を被覆して第２の電子部品６５ｂを保護するよう構成されている。
【００５０】
　ここで、装着口６１ａが外側方に開口する前記不正検出用コネクタ接続部６１の配設領
域(第１または第２コネクタ実装領域ＣＲ１,ＣＲ２)に隣接する第２対向保護壁９２ａは
、当該不正検出用コネクタ接続部６１よりも第１中継接続基板５１の実装面５１ａから離
間するよう形成されている。また、装着口６２ａが後方に開口する前記遊技進行部品用コ
ネクタ接続部６２の配設領域(第３または第４コネクタ実装領域ＣＲ３,ＣＲ４)に隣接す
る第２対向保護壁９２ａは、当該遊技進行部品用コネクタ接続部６２の後端部よりも第１
中継接続基板５１の実装面５１ａに近接するよう形成されている。すなわち、前記第２対
向保護壁９２ａは、隣接するコネクタ接続部６０,６１,６２の種類(装着口６０ａ,６１ａ
,６２ａの開口方向)に合わせて前後に段差がある段差状に形成されている。また、前記第
１保護部９２の第１外周保護壁９１ｂから前記第２保護部９２の第２外周保護壁９２ｂま
での間隔は、コネクタ接続部(特には装着口６２ａが後方に開口する遊技進行部品用コネ
クタ接続部６２)に対する配線の着脱作業時に、作業者の手指を臨ませ得る間隔となるよ
う形成されている。具体的には、第１外周保護壁９１ｂから第２外周保護壁９２ｂまでの
間隔を５ｍｍ以上の間隔に設定することが好ましい。
【００５１】
　また、前記基板ケース９０(第２保護部９２)には、図７、図８に示すように、前記第１
～第４コネクタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４の境界を区画する領域区画部９５,９６,９７,９
８が形成されており、当該領域区画部９５,９６,９７,９８により第１～第４コネクタ実
装領域ＣＲ１～ＣＲ４に実装されたコネクタ接続部６０,６１,６２を露出させる前記コネ
クタ露出部１０１,１０２,１０３,１０４が画成されるようになっている。すなわち、実
施例の基板ケース９０には、前記第２保護部９２の右上隅部に設けられて前記第４コネク
タ実装領域ＣＲ４と第１コネクタ実装領域ＣＲ１とを区画する第１領域区画部９５と、第
２保護部９２の右下隅部に設けられて前記第１コネクタ実装領域ＣＲ１と第２コネクタ実
装領域ＣＲ２とを区画する第２領域区画部９６と、第２保護部９２の左下隅部に設けられ
て前記第２コネクタ実装領域ＣＲ２と第３コネクタ実装領域ＣＲ３とを区画する第３領域
区画部９７と、第２保護部９２の左上隅部に設けられて前記第３コネクタ実装領域ＣＲ３
と第４コネクタ実装領域ＣＲ４とを区画する第４領域区画部９８とが形成されている。
【００５２】
　前記第１～第４領域区画部９５,９６,９７,９８の夫々は、図８に示すように、前記第
２保護部９２から第１中継接続基板５１の外周端部に向けて延在して隣接するコネクタ実
装領域ＣＲ１～ＣＲ４を区画する第１区画壁部９９と、当該第１区画壁部９９における第
２保護部９２から離間する端部に接続して第１中継接続基板５１の外周端部に沿って延在
する第２区画壁部１００とを備えた略Ｌ字状に形成されている。ここで、前記第１および
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第２領域区画部９５,９６の第１区画壁部９９は、前記第２保護部９２の右側縁(第２外周
保護壁９２ｂ)に沿って上下に延在する形成されると共に、当該第１および第２領域区画
部９５,９６の第２区画壁部１００は、対応の第１区画壁部９９から右側方に延在するよ
う形成されて、当該第１および第２領域区画部９５,９６の第２区画壁部１００が上下に
対向するよう構成されている。また、前記第３および第４領域区画部９７,９８の第１区
画壁部９９は、前記第２保護部９２の左側縁(第２外周保護壁９２ｂ)に沿って上下に延在
する形成されると共に、当該第３および第４領域区画部９７,９８の第２区画壁部１００
は、対応の第１区画壁部９９から左側方に延在するよう形成されて、当該第３および第４
領域区画部９７,９８の第２区画壁部１００が上下に対向するよう構成されている。すな
わち、前記第１領域区画部９５の第１区画壁部９９と第４領域区画部９８の第１区画壁部
９９とが左右に対向すると共に、前記第２領域区画部９６の第１区画壁部９９と第３領域
区画部９７の第１区画壁部９９とが左右に対向するようになっている。なお、前記第１～
第４領域区画部９５,９６,９７,９８は、前記第２保護部９２を形成する第２対向保護壁
９２ａおよび第２外周保護壁９２ｂに連続した壁部により形成されている。
【００５３】
　このように、前記基板ケース９０の外周縁部には、図３、図４、図７、図８に示すよう
に、前記第１および第２領域区画部９５,９６と第２保護部９２とにより前後方向(接続基
板の厚み方向の前後)に開口すると共に当該ケース９０の外側方(右側方)に開口する第１
コネクタ露出部１０１が形成され、前記第２および第３領域区画部９６,９７と第２保護
部９２とにより前後方向に開口すると共に当該ケースの外側方(下方)に開口する第２コネ
クタ露出部１０２が形成され、前記第３および第４領域区画部９７,９８と第２保護部９
２とにより前後方向に開口すると共に当該ケースの外側方(左側方)に開口する第３コネク
タ露出部１０３が形成され、前記第４および第１領域区画部９５と第２保護部９２とによ
り前後方向に開口すると共に当該ケースの外側方(上方)に開口する第４コネクタ露出部１
０４が形成されて、前記収容空間９０ａに収容された第１中継接続基板５１のコネクタ実
装領域ＣＲ１～ＣＲ４が各コネクタ露出部１０１,１０２,１０３,１０４からケース９０
の外部に露出するよう構成されている。そして、前記第１中継接続基板５１において第１
コネクタ実装領域ＣＲ１に実装された制御コネクタ接続部６０および不正検出用コネクタ
接続部６１の装着口６０ａ,６１ａが第１コネクタ露出部１０１を介してからケース外部
の右側方に露出し、第２コネクタ実装領域ＣＲ２に実装された不正検出用コネクタ接続部
６１の装着口６１ａが第２コネクタ露出部１０２を介してからケース外部の下方に露出し
、第３および第４コネクタ実装領域ＣＲ３,ＣＲ４に実装された遊技進行部品用コネクタ
接続部６２の装着口６２ａが対応する第３および第４コネクタ露出部１０３,１０４を介
してからケース外部の後方に露出して、各対応の配線を着脱し得るようよう構成されてい
る。
【００５４】
(係合部１１０ａ,１１０ｂについて)
　また、図８に示すように、前記基板ケース９０には、前記基板設置部５０の第１および
第２取付部５９ａ,５９ｂに係脱可能に係合する前記係合部１１０ａ,１１０ｂが前記第１
～第４領域区画部９５,９６,９７,９８に夫々形成されている。ここで、前記各領域区画
部９５,９６,９７,９８の第１区画壁部９９は、前記第１中継接続基板５１の外周縁部か
ら外側に突出するよう形成されており、当該第２区画壁部１００における第１中継接続基
板５１の外周縁部から突出した位置に前記係合部１１０ａ,１１０ｂが形成されるように
なっている。すなわち、前記基板ケース９０において前記第２コネクタ露出部１０２およ
び第４コネクタ露出部１０４の外側開口の開口端部は、当該コネクタ露出部１０２,１０
４から露出する第１中継接続基板５１の外周端部よりも外側に位置するよう構成され、当
該第１中継接続基板５１の外周端部(上端部および下端部)よりも外側に位置する基板ケー
ス９０の外周縁部に前記係合部１１０ａ,１１０ｂが形成されている。具体的には、前記
第２および第３領域区画部９６,９７における第２区画壁部１００の下端部に前記係合部
１１０ａ,１１０ｂが形成されて、当該第２および第３領域区画部９６,９７の係合部１１
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０ａ,１１０ｂが前記第１取付部５９ａに対して係脱可能に係合すると共に、前記第１お
よび第４領域区画部９５,９８における第２区画壁部１００の上端部に前記係合部１１０
ａ,１１０ｂが形成されて、当該第１および第４領域区画部９５,９８の係合部１１０ａ,
１１０ｂが前記第２取付部５９ｂに対して係脱可能に係合するようになっている。なお、
以下の説明では、第１取付部５９ａに対して係脱可能に係合する係合部１１０ａ,１１０
ｂを第１係合部１１０ａと指称し、第２取付部５９ｂに対して係脱可能に係合する係合部
１１０ａ,１１０ｂを第２係合部１１０ｂと指称して区別する場合がある。このように、
前記第１係合部１１０ａおよび第２係合部１１０ｂの夫々は、前記基板ケース９０におい
て前記各コネクタ露出部１０１,１０２,１０３,１０４から外れた外周縁部に形成される
と共に、当該基板ケース９０の外周縁部に沿って離間した複数位置(実施例では４箇所)に
設けられている。
【００５５】
　前記第１および第２係合部１１０ａ,１１０ｂの夫々は、図８に示すように、対応する
各領域区画部９５,９６,９７,９８(具体的には第２区画壁部１００)から前記第１中継接
続基板５１の端子面５１ｂより前方(基板設置部５０の設置面５０ａ側)に突出する係合片
１１１と、当該係合片１１１に形成されて対応する前記第１取付部５９ａおよび第２取付
部５９ｂが嵌合可能な係合孔１１２とを備えている。そして、前記第１および第２係合部
１１０ａ,１１０ｂの各係合片１１１の夫々を、係合部１１０ａ,１１０ｂの突出方向と交
差する方向(上下方向)に弾性変形させ得るよう形成してある。ここで、上下に対向する前
記第１および第２係合部１１０ａ,１１０ｂの係合片１１１の離間間隔は、前記基板設置
部５０(基板支持部５５)における支持壁部５６の上壁部５６ａおよび下壁部５６ｂの外周
面間の間隔と略一致するよう形成されている。すなわち、前記第１および第２係合部１１
０ａ,１１０ｂの少なくとも一方が弾性変形を伴って前記基板設置部５０に設けた対応の
取付部５９ａ,５９ｂに係合することで、前記基板ケース９０が基板設置部５０に配設さ
れるようになっている。
【００５６】
　具体的には、前記第１および第２係合部１１０ａ,１１０ｂの係合孔１１２の何れか一
方に、対応する第１および第２取付部５９ａ,５９ｂを嵌合させると共に、当該第１およ
び第２係合部１１０ａ,１１０ｂの何れか他方を対応する第１および第２取付部５９ａ,５
９ｂの後端部に当接させた状態で、前記基板ケース９０を前方へ押し込むことにより、当
該第１および第２取付部５９ａ,５９ｂの後端部に当接させた係合部１１０ａ,１１０ｂが
支持壁部５６から離間するよう弾性変形され、当該第１および第２取付部５９ａ,５９ｂ
が係合孔１１２に臨むことで係合片１１１が弾性復帰することにより、当該他方の係合部
１１０ａ,１１０ｂの係合に対応の取付部５９ａ,５９ｂが嵌合するよう構成されている。
このように、各第１係合部１１０ａの係合孔１１２に第１取付部５９ａが嵌合すると共に
、各第２係合部１１０ｂの係合孔１１２に第２取付部５９ｂが嵌合することで、基板ケー
ス９０が基板設置部５０に固定されると共に、第１中継接続基板５１の実装面５１ａに当
該基板ケース９０の第２外周保護壁９２ｂが当接して前記基板支持部５５の基板収容部５
５ａに保持するようになっている。
【００５７】
　ここで、前記各係合片１１１は、対応する第１および第２取付部５９ａ,５９ｂが嵌合
する係合孔１１２を形成可能な程度の突出長さで前記第１中継接続基板５１の端子面５１
ｂより前方に突出するよう形成されている。すなわち、前記係合部１１０ａ,１１０ｂの
係合孔１１２に対応する取付部５９ａ,５９ｂを嵌合させた状態(基板ケース９０の取付状
態)では、各係合部１１０ａ,１１０ｂの係合片１１１を直接操作することによっては係合
孔１１２から取付部５９ａ,５９ｂが抜け出るまで係合片１１１を弾性変形させることが
困難となるよう構成されており、当該基板ケース９０を基板設置部５０から容易に取り外
せないよう構成されている。すなわち、前記第１および第２段部４６,４７に沿って延在
する第１および第２配線経路５３,５４に這わせた配線や、第１中継接続基板５１に接続
される配線等が係合部１１０ａ,１１０ｂの係合片１１１に引っ掛かった場合に、当該係
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合片１１１が弾性変形して対応する取付部５９ａ,５９ｂとの係合状態が不用意に解除さ
れるのを防止している。
【００５８】
　また、前記第１係合部１１０ａには、図８に示すように、当該第１係合部１１０ａの突
出端部(前端部)に、前方へ延在する操作部１１３が形成されている。すなわち、前記第１
係合部１１０ａに操作部１１３を設けて前記領域区画部９６,９７との連設位置から第１
係合部１１０ａの突出端までの突出長さを長くすることで、当該操作部１１３を操作する
ことにより、係合孔１１２から第１取付部５９ａが抜け出るまで第１係合部１１０ａの係
合片１１１を弾性変形させ得るよう構成されて、当該基板ケース９０を基板設置部５０か
ら取り外し得るよう構成されている。ここで、前記操作部１１３は、前記基板設置部５０
における設置面５０ａより前方へ延在するよう形成されており、前記第１取付部５９ａが
形成された前記基板支持部５５の支持壁部５６(下壁部５６ｂ)に連続する前記設置部材４
０の第２段部４７を形成する壁部の下面に沿って延在するようになっている。このように
、基板設置部５０における設置面５０ａより前方まで操作部１１３が延在することで、前
記第１および第２段部４６,４７に沿って延在する第１および第２配線経路５３,５４に這
わせた配線や、第１中継接続基板５１に接続される配線等が操作部１１３に引っ掛かるの
を防止して、引っ掛かった配線により操作部１１３が操作されて第１取付部５９ａとの係
合状態が不用意に解除されるのを防止している。また、設置部材４０の第２段部４７を形
成する壁部に沿って操作部１１３を延在させることで、当該操作部１１３に作業者の手指
を容易に引っ掛けることが可能となり、操作部１１３の操作性を高めてある。
【００５９】
(実施例の作用)
　次に、前述のように構成された実施例に係るパチンコ機１０の作用につき説明する。
【００６０】
　実施例のパチンコ機１０では、メイン制御基板３０１に接続する第１中継接続基板５１
を、基板設置部５０の設置面５０ａに端子面５１ｂを対向させた状態で基板支持部５５の
基板収容部５５ａに収容して、当該基板支持部５５の支持壁部５６により第１中継接続基
板５１の外周端部を囲繞すると共に、当該第１中継接続基板５１の実装面５１ａを基板ケ
ース９０で透視可能に保護するようにしたことで、当該第１中継接続基板５１に対する不
正行為を効果的に防止できる。すなわち、コネクタ接続部６０,６１,６２を除く第１中継
接続基板５１全体を基板支持部５５および基板ケース９０で被覆することができるから、
第１中継接続基板５１に対する外部からの不正なアクセスを防止し得る。また、基板ケー
ス９０を透明な合成樹脂材により形成し、外側から内部を透視し得るようにしたことで、
当該基板ケース９０を基板設置部５０に取り付けたまま第１中継接続基板５１の実装面５
１ａを目視により容易に確認できる。また、第１中継接続基板５１を介して各種センサＳ
Ｅ３～ＳＥ８、ＲＰ、ＳＮ１～ＳＮ３やソレノイドＳＬ１～ＳＬ４をメイン制御基板３０
１に対して電気的に接続することで、当該メイン制御基板３０１を小型化できる利点があ
る。
【００６１】
　また、前記基板支持部５５の支持壁部５６において第１中継接続基板５１を挟んで位置
する上壁部５６ａおよび下壁部５６ｂに第１および第２取付部５９ａ,５９ｂを形成して
、基板ケース９０の上下に形成された第１および第２係合部１１０ａ,１１０ｂの係合孔
１１２に嵌合することで、当該基板ケース９０を基板設置部５０に着脱可能に取り付ける
ことができる。また、前記基板ケース９０に形成した操作部１１３を操作して第１係合部
１１０ａの係合片１１１を弾性変形させて、当該第１係合部１１０ａの係合孔１１２から
第１取付部５９ａを抜き出した状態(係合を解除した状態)で、当該基板ケース９０の下部
を後方へ移動させることで、当該基板ケース９０(第１中継接続基板５１)を基板設置部５
０から取り外すことができる。このとき、ネジ等の固定部材を用いないようにしてあるか
ら、基板ケース９０(第１中継接続基板５１)の作業を容易に行い得る利点がある。
【００６２】
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　ここで、前記基板ケース９０における各係合片１１１の係合孔１１２に対応する取付部
５９ａ,５９ｂが嵌合した状態で、当該取付部５９ａ,５９ｂが係合孔１１２から突出しな
いよう構成してあるから、第１中継接続基板５１の周囲に取り回される配線が取付部５９
ａ,５９ｂに引っ掛かるのを効果的に防止することができる。このため、配線の引っかか
りに伴う断線や係合不良を防止できる。また、前記第１係合部１１０ａに形成された操作
部１１３は、前記設置部材４０の第２段部４７を形成する壁部に沿って延在しているから
、当該操作部１１３に作業者の手指を容易に引っ掛けることができ、当該操作部１１３を
操作することで基板ケース９０を取り外しできる。また、前記各係合部１１０ａ,１１０
ｂは、前記第１中継接続基板５１の端子面５１ｂより前方(基板設置部５０の設置面５０
ａ側)に突出するよう形成された係合片１１１に係合孔１１２を形成して対応する取付部
５９ａ,５９ｂが嵌合するよう構成してあるから、パチンコ機１０の製造やメンテナンス
等に際して、基板ケース９０の後端面(第１対向保護壁９１ａや第２対向保護壁９２ａ)に
沿って滑らせるように各種配線が取り扱われた場合であっても、当該配線が係合部１１０
ａ,１１０ｂと取付部５９ａ,５９ｂとの間に嵌まり込んだり、引っ掛かるのを防止でき、
係合状態を安定して保持することができる。
【００６３】
　また、前記基板ケース９０は、前記第１中継接続基板５１における実装面５１ａの外周
縁部に位置するコネクタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４に合わせてコネクタ露出部１０１,１０
２,１０３,１０４を形成すると共に、当該コネクタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４よりも基板中
央側に設けられた部品実装領域ＤＲ１,ＤＲ２を第１および第２保護部９１,９２で保護す
るよう構成されているから、当該基板ケース９０や第１中継接続基板５１を極力小型化す
ることができる。また、第１中継接続基板５１には、前記実装面５１ａの４辺(左右の側
縁および上下の端縁)にコネクタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４を設けるようにしたことで、当
該基板におけるコネクタ接続部６０,６１,６２の配設位置を分散させて小型化することが
でき、当該第１中継接続基板５１を設置するための基板設置部５０を省スペース化し得る
。このとき、接続される電気部品(メイン制御基板３０１や特図当り遊技や普図当り遊技
の実行または判定に関わる各種センサやソレノイド等)に合わせて、第１中継接続基板５
１の実装面５１ａにコネクタ接続部６０,６１,６２を配置することで、基板の小型化を図
りつつ、不正行為を早期に発見することが可能となる。
【００６４】
　また、第１中継接続基板５１の各辺に設けられた第１～第４コネクタ実装領域ＣＲ１～
ＣＲ４毎に、不正検出用コネクタ接続部６１および遊技進行部品用コネクタ接続部６２の
何れか一方を実装して、１つのコネクタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４に不正検出用コネクタ接
続部６１および遊技進行部品用コネクタ接続部６２が混在しないようにしたことで、コネ
クタ接続部６０,６１,６２に着脱する配線が繋がる部品が不正検出センサＳＮ１～ＳＮ３
であるか、あるいは遊技の進行に関わる遊技進行部品ＳＥ３～ＳＥ８,ＲＰ,ＳＬ１～ＳＬ
４であるかに応じて、第１中継接続基板５１の第１およびコネクタ実装領域ＣＲ１,ＣＲ
２を探索するか、あるいは第３および第４コネクタ実装領域ＣＲ３,ＣＲ４を探索するだ
けで配線の接続先(コネクタ接続部６１,６２)を確認できる。このように、配線が繋がる
部品の種類に応じて接続される第１中継接続基板５１の位置が絞られることから、正しい
組合せとなる配線のコネクタおよびコネクタ接続部６１,６２の確認を容易に行い得ると
共に、配線の接続間違いを低減させることが可能となる。また、不正検出用コネクタ接続
部６１および遊技進行部品用コネクタ接続部６２毎に、コネクタの装着口６１ａ,６２ａ
の開口方向を変えてあるから、配線を着脱する際に探索するコネクタ接続部６１,６２を
視覚的に容易に区別することができるから、配線の着脱作業の作業性を向上することがで
きる。そして、配線の着脱作業の作業性が向上することで、コストを低廉に抑制し得る利
点がある。
【００６５】
　更に、複数の不正検出用コネクタ接続部６１の夫々を異なる色彩で着色すると共に、複
数の遊技進行部品用コネクタ接続部６２の夫々を異なる色彩で着色することで、正しい組
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合せとなる配線のコネクタおよびコネクタ接続部６１,６２の確認をより一層容易に行い
得る。また、複数の不正検出用コネクタ接続部６１を色相環で正反対に位置する関係の色
彩の組合せ(補色の組合せ)となるよう着色することで、配線の接続先を容易に判別できる
。同様に、複数の遊技進行部品用コネクタ接続部６２を色相環で正反対に位置する関係の
色彩の組合せ(補色の組合せ)となるよう着色することで、配線の接続先を容易に判別でき
る。
【００６６】
　ここで、前記第１コネクタ実装領域ＣＲ１または第２コネクタ実装領域ＣＲ２に実装さ
れる不正検出センサＳＮ１～ＳＮ３は、パチンコ機１０における遊技制御の実行に対して
直接的に影響を及ぼさないことから、前記第１中継接続基板５１に接続された後に着脱さ
れる機会は比較的少ない。同様に、また、前記メイン制御基板３０１からの配線は、前記
第１中継接続基板５１との間の信号の伝達に不具合が生じない限り取り外す必要がないこ
とから、前記第１中継接続基板５１に接続された後に着脱される機会は比較的少ない。一
方で、遊技進行部品ＳＥ３～ＳＥ８,ＲＰ,ＳＬ１～ＳＬ４は、パチンコ機１０における遊
技制御の実行に対して直接的に影響を及ぼすばかりでなく、パチンコ球の検出やソレノイ
ドＳＬ１～ＳＬ４の動作により経時的に損耗することが想定される。このため、各種セン
サＳＥ３～ＳＥ８,ＲＰの検出不良やソレノイドＳＬ１～ＳＬ４の動作不良が生じた際に
は速やかに交換する必要があり、メンテナンス等において前記第１中継接続基板５１に接
続された後にも着脱される機会が比較的発生し易い傾向にある。言い換えると、前記第１
および第２コネクタ実装領域ＣＲ１,ＣＲ２は、配線の着脱作業が生じにくいコネクタ接
続部６０,６１の実装領域とされ、前記第３および第４コネクタ実装領域ＣＲ３,ＣＲ４は
、第１および第２コネクタ実装領域ＣＲ１,ＣＲ２に実装されるコネクタ接続部６０,６１
よりも配線の着脱作業が生じ易いコネクタ接続部６２の実装領域とされている。このよう
に、配線の着脱作業が生じる頻度に応じて、コネクタ接続部６０,６１,６２を第１～第４
コネクタ実装領域ＣＲ１～ＣＲ４に分類して実装することで、コネクタ接続部６０,６１,
６２を探索する範囲を容易に絞り込むことができる。
【００６７】
　また、第１中継接続基板５１に対する配線の着脱作業が行われる場合には、遊技盤２０
(設置部材４０)の後面に作業者が対面しながら作業される。ここで、着脱操作される頻度
が少ない不正検出センサＳＮ１～ＳＮ３に接続する配線が接続される不正検出用コネクタ
接続部６１の装着口６１ａを、第１中継接続基板５１の実装面５１ａに沿った方向に開口
させると共に、着脱操作が比較的発生し易い遊技進行部品ＳＥ３～ＳＥ８,ＲＰ,ＳＬ１～
ＳＬ４に接続する配線が接続される遊技進行部品用コネクタ接続部６２の装着口６２ａを
、第１中継接続基板５１の実装面５１ａに交差(実施例では直交する)する後方に開口させ
てある。このため、配線が繋がるコネクタ接続部６１,６２を対比するだけで容易に接続
先が判別するだけでなく、作業頻度が比較的に高い遊技進行部品ＳＥ３～ＳＥ８,ＲＰ,Ｓ
Ｌ１～ＳＬ４に接続する配線の着脱作業を行い得るから、作業性の向上を図り得る利点が
ある。また、不正検出用コネクタ接続部６１の装着口６１ａを、第１中継接続基板５１の
実装面５１ａに沿った方向(コネクタ露出部１０１,１０２の外側開口)に向けることで、
当該不正検出用コネクタ接続部６１の装着口６１ａに対するコネクタの着脱作業性を低下
することができる。これにより、不正検出用コネクタ接続部６１に接続する配線に対する
不正行為を効果的に防ぐことができる。
【００６８】
　ここで、前記第１中継接続基板５１(実装面５１ａ)には、前記第２中継接続基板５２と
反対側に位置する右側縁部(第１コネクタ実装領域ＣＲ１)に、前記メイン制御基板３０１
からの配線のコネクタが接続される制御コネクタ接続部６０が実装されると共に、不正検
出センサＳＮ１～ＳＮ３(具体的には電波センサＳＮ１および磁気センサＳＮ２)からの配
線が接続される不正検出用コネクタ接続部６１が実装されている。前記メイン制御基板３
０１に繋がる配線や対応の制御コネクタ接続部６０は、メイン制御基板３０１との間で送
受信される信号に直接関わることから、第１中継接続基板５１に接続される配線の内でも
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比較的に不正行為のターゲットとなることが考えられる。また、不正検出センサＳＮ１～
ＳＮ３は、パチンコ機１０が適正な状況下で遊技に供されているか否かを検出するもので
あり、当該不正検出センサＳＮ１～ＳＮ３による検出精度が損なわれた場合には、不正行
為の実行を適切に検出し得なくなることから、不正検出センサＳＮ１～ＳＮ３に繋がる配
線や対応の不正検出用コネクタ接続部６１は、第１中継接続基板５１に接続される配線の
内でも比較的に不正行為のターゲットとなることが考えられる。このため、前記メイン制
御基板３０１からの配線のコネクタが接続される制御コネクタ接続部６０や不正検出セン
サＳＮ１～ＳＮ３からの配線が接続される不正検出用コネクタ接続部６１を、前記第２中
継接続基板５２と反対側に位置する第１中継接続基板５１の右側縁部に設けた第１コネク
タ実装領域ＣＲ１に配置することで、当該配線やコネクタ接続部６０,６１が第２中継接
続基板５２に接続される配線等に紛れて視認性が低下するのを防止でき、不正行為の早期
発見に寄与することが可能となる。
【００６９】
　また、前記第１中継接続基板５１(実装面５１ａ)には、前記第１段部４６に沿って延在
する配線経路５３と反対側に位置して前記設置部材４０の下部に位置する下縁部(第２コ
ネクタ実装領域ＣＲ２)に不正検出センサＳＮ１～ＳＮ３からの配線が接続される不正検
出用コネクタ接続部６１が実装されている。すなわち、第２中継接続基板５２に接続され
る配線等が引き回される配線経路５３と反対側に位置する第１中継接続基板５１の下縁部
に設けた第２コネクタ実装領域ＣＲ２に、不正検出センサＳＮ１～ＳＮ３からの配線が接
続される不正検出用コネクタ接続部６１を配置することで、当該配線経路５３に引き回さ
れた配線に紛れて視認性が低下するのを防止でき、不正行為の早期発見に寄与することが
可能となる。
【００７０】
　また、前記第１中継接続基板５１には、当該第１中継接続基板５１の基板中央側に位置
する第１部品実装領域ＤＲ１を囲むようにして高さ寸法の小さな第２の電子部品６５ｂが
実装される第２部品実装領域ＤＲ２が設けられており、第１中継接続基板５１を保護する
基板ケース９０には、第１中継接続基板５１からの離間距離が異なる第１および第２保護
部９１,９２を当該第１および第２部品実装領域ＤＲ１,ＤＲ２に合わせて設けると共に、
高さの低い第２保護部９２の縁部に沿って第１～第４コネクタ露出部１０１,１０２,１０
３,１０４が設けられている。このため、第１中継接続基板５１に実装された電子部品６
５ａ,６５ｂを基板ケース９０で適切に保護しつつ、各コネクタ接続部６０,６１,６２に
対するコネクタの接続作業を行う際に、作業者の手指が第１保護部９１に干渉するのを避
けて着脱作業を容易に行うことが可能となる。
【００７１】
　また、前記基板ケース９０には、コネクタ接続部６０,６１,６２が露出するコネクタ露
出部１０１,１０２,１０３,１０４から外れた外周縁部に、基板設置部５０の取付部５９
ａ,５９ｂに対する係合部１１０ａ,１１０ｂを形成したことで、当該係合部１１０ａ,１
１０ｂの形成位置を容易に識別することができ、基板ケース９０の取付作業性が向上する
。また、前後および側外方に開口するよう基板ケース９０に形成されたコネクタ露出部１
０１,１０２,１０３,１０４に第１中継接続基板５１のコネクタ接続部６０,６１,６２を
配置することで、前後にのみ開口する開口部を開設する構成と比べて基板ケースをコンパ
クトにすることができると共に、コネクタ接続部６０,６１,６２を開口部に合わせて挿通
させる煩わしい作業が必要なく、作業性を向上し得る利点がある。更に、前記基板ケース
９０において係合部１１０ａ,１１０ｂが形成された外周縁部に設けられた前記第２コネ
クタ露出部１０２および第４コネクタ露出部１０４の夫々を前後および側外方に開口する
よう基板ケース９０に形成することで、当該係合部１１０ａ,１１０ｂを基板設置部５０(
基板支持部５５)の取付部５９ａ,５９ｂに係合させた際に、第２コネクタ実装領域ＣＲ２
に設けられたコネクタ接続部６１や第４コネクタ実装領域ＣＲ４に設けられたコネクタ接
続部６２がコネクタ露出部１０２,１０４の開口縁部に接触するのを回避することが可能
となり、基板ケース９０の着脱作業を容易になし得る利点がある。
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【００７２】
　そして、前記基板ケース９０の外周縁部から基板設置部５０の設置面５０ａ側に突出す
るよう係合部１１０ａ,１１０ｂを形成することで、基板設置部５０における基板ケース
９０の設置スペースをコンパクトにできる。また、基板ケース９０においてコネクタ接続
部６０,６１,６２が露出するコネクタ露出部１０１,１０２,１０３,１０４から外れた外
周縁部に係合部１１０ａ,１１０ｂが位置するから、基板設置部５０の設置面５０ａ側に
突出させた係合部１１０ａ,１１０ｂを容易に目視により確認でき、基板ケース９０の着
脱作業性が損なわれることはない。
【００７３】
　また、前記基板ケース９０の各辺に第１～第４コネクタ露出部１０１,１０２,１０３,
１０４を形成して、係合部１１０ａ,１１０ｂが形成された第１～第４領域区画部９５,９
６,９７,９８を基板ケース９０の各角部に位置させることで、当該第１～第４領域区画部
９５,９６,９７,９８を際立たせることができるから、当該係合部１１０ａ,１１０ｂの形
成位置を容易に識別することができ、基板ケース９０の取付作業性が向上する。更に、前
記基板ケース９０において前記第２および第４コネクタ露出部１０２,１０４の外側開口
の開口端部(すなわち、第１～第４領域区画部９５,９６,９７,９８における第１区画壁部
９９の突出端部)は、当該コネクタ露出部１０２,１０４から露出する前記第１中継接続基
板５１の外周端部(上端部または下端部)よりも外側に位置するよう構成されて、当該第１
中継接続基板５１の外周端部よりも外側に位置するよう前記係合部１１０ａ,１１０ｂが
形成されているから、基板ケース９０における係合部１１０ａ,１１０ｂの形成位置をよ
り際立たせることができる。従って、前記基板設置部５０(基板支持部５５)に取り付ける
際の基板ケース９０の向きを容易に判別することができるから、基板ケース９０の取付作
業性を簡単に行うことができる。また、基板ケース９０に形成した各辺のコネクタ露出部
１０１,１０２,１０３,１０４に第１中継接続基板５１のコネクタ接続部６０,６１,６２
を夫々対応させて配置することで、当該基板ケース９０をコンパクトにし得る利点がある
。
【００７４】
　また、第１中継接続基板５１の外周端部よりも外側に係合部１１０ａ,１１０ｂを位置
させることで、当該係合部１１０ａ,１１０ｂの形成位置をより簡単に識別することがで
き、基板ケース９０の取付作業性が向上する。また、基板ケース９０の外周縁部を第１中
継接続基板５１の外周端部よりも外側に位置させることで、当該第１中継接続基板５１の
外周端部に他のパチンコ機１０(遊技盤２０)の構成物が接触するのを防止できる。
【００７５】
(変更例)
　なお、遊技機としては、実施例に示したものに限らず、種々の構成を採用可能である。
【００７６】
(１)　実施例では、不正行為を検出する不正検出センサとして、電波センサ、磁気センサ
および振動センサを備えるよう構成したが、これら全てを備える必要はなく、電波センサ
、磁気センサおよび振動センサの何れか１種類または２種類を備えるようにしてもよい。
また、不正検出センサとしては、電波センサ、磁気センサおよび振動センサに限られるも
のではなく、遊技機に対して行われる不正行為を検出可能なものであればよい。
(２)　実施例では、遊技の進行に関わる遊技部品として、特別入賞検出センサ、普通入賞
検出センサ、ゲートセンサ、特定領域入球検出センサ、原位置センサ、始動入賞ソレノイ
ド、特別入賞ソレノイドおよび切替ソレノイドを備えるよう構成したが、これら全てを備
える必要はなく、これら遊技部品の内の何れか１種類または複数種類を備えるようにして
もよい。また、遊技の進行に関わる遊技部品としては、実施例で示した各種のセンサやソ
レノイドに限られるものではなく、特図当り判定の判定結果に応じて作動される特別入賞
部の作動制御に関わる部品、特図当り判定の判定結果に関わらず賞球の払出制御に関わる
部品、普図当り判定を行うか否か関わる部品、普図当り判定の判定結果に応じて作動され
る始動入賞部の作動制御に関わる部品を採用できる。また、特図当り判定を行うか否か(
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特別遊技を生起させるか否か)に関わる部品(実施例における始動入賞検出センサ)に繋が
る配線のコネクタが接続されるコネクタ接続部を接続基板(第１中継接続基板)に設けるよ
うにしてもよい。
(３)　実施例では、接続基板(第１中継接続基板)の４辺全てにコネクタ接続部の実装領域
(コネクタ実装領域)を設けたが、当該接続基板における外周縁部の２辺または３辺に沿っ
てコネクタ接続部の実装領域を設ける構成としてもよい。また、基板ケースに形成される
凹状部(コネクタ露出部)は、接続基板に設けられるコネクタ実装領域に合わせて形成する
ことができる。
(４)　実施例では、基板ケースに設けられた第１係合部および第２係合部を係合片および
係合孔を備えた同一構成としたが、第１係合部および第２係合部の夫々を異なる形状・構
成としてもよい。例えば、第１係合部および第２係合部の一方を弾性変形可能な係合片の
端部に爪部を備える構成としてもよい。
(５)　また、基板ケースに設けられた係合部や基板設置部に形成された取付部の形状・構
成は、実施例に示したものに限られず、相互に係脱可能に係合可能な形状および構成であ
れば、従来公知の形状および構成の係合手段を採用することができる。
(６)　実施例では、基板設置部に設置した接続基板(第１中継接続基板)を基板ケースによ
り挟持して固定するよう構成したが、基板ケースを箱状に形成して接続基板(第１中継接
続基板)を基板ケースの内部に収容して取り扱い可能とすることもできる。
(７)　実施例では、メイン制御基板に接続する第１中継接続基板を基板ケースにより被覆
するよう構成したが、演出制御基板に接続する第２中継接続基板を基板ケースにより被覆
するよう構成してもよい。
(８)　実施例では、設置部材の後面側(遊技盤の後面側)に設けた基板設置部に接続基板を
配設するよう構成したが、基板設置部は設置部材の後面側に限らず、設置部材の前面側や
、遊技盤とは異なる部材(前枠や中枠、外枠等)に設けてもよい。
(９)　実施例では、パチンコ球を遊技媒体として遊技が行われるパチンコ機を例示して説
明したが、これに限られるものではなく、アレンジボール機やピンボール機、スロットマ
シン機(回胴式遊技機)等の各種遊技機を採用し得る。
　例えば、スロットマシン機(回胴式遊技機)は、前方へ開口する箱状の筐体に、当該筐体
の前方開口を塞ぐ前扉が開閉可能にヒンジ接続され、図柄が配列された複数のリール(回
転体)が前側から視認し得るように筐体内部に配設されている。そして、遊技者が所定の
開始操作手段(スタートレバー)の操作を行うことを契機にリール(回転体)が回転して図柄
が変動開始すると共に、変動ゲームの当否に関連した当否判定を行い、所定の停止操作手
段(ストップボタン)の操作を契機に、当否判定に基づく図柄停止制御を実行し、停止した
図柄の組合せによって遊技利益が付与される制御される遊技機である。このようなスロッ
トマシン機において、前記筐体や前扉に直接または間接的に基板設置部を設けて、電気部
品に繋がる配線のコネクタが接続されるコネクタ接続部が実装された接続基板を、当該基
板設置部に着脱可能に配設する構成に対して採用することができる。
【００７７】
　また本願には、例えば次のような技術的思想が含まれている。
(Ａ)　請求項１記載の構成を含む遊技機に関し、
　前記基板ケース(90)において前記凹状部(101～104)の外側開口の開口端部は、当該凹状
部(101～104)から露出する前記接続基板(51)の外周端部よりも外側に位置するよう構成さ
れ、当該接続基板(51)の外周端部よりも外側に位置する基板ケース(90)の外周縁部に前記
係合部(110a,110b)を形成するよう構成されたことを要旨とする。
　このように、接続基板の外周端部よりも外側に係合部を位置させることで、当該係合部
の形成位置をより簡単に識別することができ、基板ケースの取付作業性が向上する。また
、基板ケースの外周縁部を続基板の外周端部よりも外側に位置させることで、当該接続基
板の外周端部に他の遊技機の構成物が接触するのを防止できる。
(Ｂ)　請求項１記載の構成を含む遊技機に関し、
　前記係合部は、
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　前記基板ケース(90)の一方の外周縁部から前記基板設置部(50)の設置面(50a)側に突出
するよう形成された第１係合部(110a)と、
　前記基板ケース(90)において前記接続基板(51)を挟んで反対側に位置する外周縁部から
前記基板設置部(50)の設置面(50a)側に突出するよう形成された第２係合部(110b)とを備
え、
　前記第１および第２係合部(110a,110b)の少なくとも一方を、当該係合部(110a,110b)の
突出方向と交差する方向に弾性変形可能に形成され、
　前記第１および第２係合部(110a,110b)の少なくとも一方が弾性変形を伴って前記基板
設置部(50)に設けた対応の取付部(59a,59b)に係合することで、前記基板ケース(90)が基
板設置部(50)に配設されるよう構成されたことを要旨とする。
【符号の説明】
【００７８】
　５０　基板設置部
　５１　第１中継接続基板(接続基板)
　５１ａ　実装面
　５９ａ　第１取付部(取付部)
　５９ｂ　第２取付部(取付部)
　６１　不正検出用コネクタ接続部(コネクタ接続部)
　６１ａ　装着口
　６２　遊技進行部品用コネクタ接続部(コネクタ接続部)
　６５ａ　第１の電子部品
　６５ｂ　第２の電子部品
　９０　基板ケース
　９０ａ　収容空間
　９１　第１保護部
　９２　第２保護部
　１０１～１０４　第１～第４コネクタ露出部(凹状部)
　１１０ａ　第１係合部(係合部)
　１１０ｂ　第２係合部(係合部)
　ＣＲ１～ＣＲ４　第１～第４コネクタ実装領域(コネクタ実装領域)
　ＤＲ１～ＤＲ２　第１～第２部品実装領域(部品実装領域)
　ＳＥ３　第１特別入賞検出センサ(電気部品)
　ＳＥ４　第２特別入賞検出センサ(電気部品)
　ＳＥ５,ＳＥ６　普通入賞検出センサ(電気部品)
　ＳＥ７　ゲートセンサ(電気部品)
　ＳＥ８　特定領域入球検出センサ(電気部品)
　ＲＰ　原位置センサ(電気部品)
　ＳＬ１　始動入賞ソレノイド(電気部品)
　ＳＬ２　第１特別入賞ソレノイド(電気部品)
　ＳＬ３　第２特別入賞ソレノイド(電気部品)
　ＳＬ４　切替ソレノイド(電気部品)
　ＳＮ１　電波センサ(電気部品)
　ＳＮ２　磁気センサ(電気部品)
　ＳＮ３　振動センサ(電気部品)
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